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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調機器の使用に関するメッセージを通知するメッセージ通知装置において、
　上記空調機器により空調可能な室内の温度を特定する室内温度特定手段と、
　上記空調機器が位置している地域の外気温度を特定する外気温度特定手段と、
　上記メッセージとして、上記室内の温度と上記外気温度との比較の結果に応じたメッセ
ージを通知するメッセージ通知手段と、
　上記空調機器のユーザの安否の確認を促す内容のメッセージを、当該ユーザとは異なる
者の機器に通知する安否通知手段と、
　上記空調機器をオフにする操作がされた場合に当該操作がされたことを検出する検出手
段と、を備え、
　上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにす
るように促す内容のメッセージであり、
　上記安否通知手段は、上記メッセージ通知手段が上記空調機器の電源をオフにするよう
に促す内容のメッセージを通知してから一定期間内に当該操作が検出されない場合に、上
記安否の確認を促す内容のメッセージを通知する、
ことを特徴とするメッセージ通知装置。
【請求項２】
　上記空調機器が稼動中であるか否かを判定する稼動状況判定手段を更に備え、
　上記メッセージ通知手段が上記メッセージを通知するのは、上記稼動状況判定手段によ
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って上記空調機器が稼動中であると判定された場合に限られている、ことを特徴とする請
求項１に記載のメッセージ通知装置。
【請求項３】
　暖房機器として動作する動作モードと冷房機器として動作する動作モードとを上記空調
機器が備えており、
　稼動中の上記空調機器に設定されている現在の動作モードを判定する動作モード判定手
段を更に備え、
　上記メッセージ通知手段は、上記メッセージとして、上記動作モードに応じたメッセー
ジを通知する、ことを特徴とする請求項２に記載のメッセージ通知装置。
【請求項４】
　上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにし
て窓を開けるように促す内容のメッセージであり、
　上記メッセージ通知手段は、当該メッセージを、「上記空調機器に設定されている動作
モードは冷房機器として動作する動作モードである、と判定された」という条件と「上記
室内の温度が上記外気温度よりも高い」という条件とを含む複数の条件が満たされた場合
に通知する、ことを特徴とする請求項３に記載のメッセージ通知装置。
【請求項５】
　上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにし
て窓を開けるように促す内容のメッセージであり、
　上記メッセージ通知手段は、当該メッセージを、「上記空調機器に設定されている動作
モードは暖房機器として動作する動作モードである、と判定された」という条件と「上記
室内の温度が上記外気温度よりも低い」という条件とを含む複数の条件が満たされた場合
に通知する、ことを特徴とする請求項３又は４に記載のメッセージ通知装置。
【請求項６】
　上記地域の天気を特定する天気特定手段を更に備え、
　上記メッセージ通知手段が上記メッセージを通知する条件には、「当該地域の天気が雨
でない」という条件が含まれている、ことを特徴とする請求項４又は５に記載のメッセー
ジ通知装置。
【請求項７】
　上記地域の湿度を特定する湿度特定手段を更に備え、
　上記メッセージ通知手段が上記メッセージを通知する条件には、「当該地域の湿度が所
定の閾値以下である」という条件が含まれている、ことを特徴とする請求項４から６のい
ずれか１項に記載のメッセージ通知装置。
【請求項８】
　上記空調機器は冷房機器であり、
　上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにし
て窓を開けるように促す内容のメッセージであり、
　上記メッセージ通知手段は、当該メッセージを、「上記室内の温度が上記外気温度より
も高い」という条件が満たされた場合に通知する、ことを特徴とする請求項１又は２に記
載のメッセージ通知装置。
【請求項９】
　上記空調機器は暖房機器であり、
　上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにし
て窓を開けるように促す内容のメッセージであり、
　上記メッセージ通知手段は、当該メッセージを、「上記室内の温度が上記外気温度より
も低い」という条件が満たされた場合に通知する、ことを特徴とする請求項１又は２に記
載のメッセージ通知装置。
【請求項１０】
　暖房機器として動作する動作モードと冷房機器として動作する動作モードとを上記空調
機器が備えており、
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　上記メッセージ通知手段は、上記外気温度が一定温度以上である場合には上記メッセー
ジとして冷房に使用に関するメッセージを通知し、上記外気温度が一定温度未満である場
合には上記メッセージとして暖房の使用に関するメッセージを通知する、ことを特徴とす
る請求項１又は２に記載のメッセージ通知装置。
【請求項１１】
　上記メッセージ通知手段は、上記外気温度が一定温度以上であり、かつ、上記室内の温
度と上記外気温度との温度差が所定の閾値を下回った場合に、上記空調機器の使用を促す
内容のメッセージを通知する、ことを特徴とする請求項１又は２に記載のメッセージ通知
装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載のメッセージ通知装置が備える各手段と、
　上記空調機器と、
　上記メッセージが出力される出力部と、を備えている、ことを特徴とする自動車。
【請求項１３】
　空調機器の使用に関するメッセージを出力するメッセージ出力装置であって、
　上記空調機器により空調可能な室内の室内温度と上記空調機器が位置している地域の外
気温度との比較の結果に応じたメッセージを出力部から出力するメッセージ出力処理手段
と、
　上記空調機器のユーザの安否の確認を促す内容のメッセージを、当該ユーザとは異なる
者の機器に通知する安否通知手段と、
　上記空調機器をオフにする操作がされた場合に当該操作がされたことを検出する検出手
段と、を備え、
　上記メッセージ出力処理手段が出力する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフ
にするように促す内容のメッセージであり、
　上記安否通知手段は、上記メッセージ出力処理手段が上記空調機器の電源をオフにする
ように促す内容のメッセージを出力してから一定期間内に当該操作が検出されない場合に
、上記安否の確認を促す内容のメッセージを通知する、
ことを特徴とするメッセージ出力装置。
【請求項１４】
　リモコンアプリケーションがインストールされている携帯機器であって、
　上記出力部としての表示部と、
　上記リモコンアプリケーションの画面を上記表示部に表示する表示処理手段と、
　請求項１３に記載のメッセージ出力装置が備えているメッセージ出力処理手段と、を備
え、
　上記メッセージ出力処理手段は、上記メッセージを上記画面内に表示する、ことを特徴
とする携帯機器。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のメッセージ出力装置が備えているメッセージ出力処理手段を備え、
　自機の使用に関するメッセージを上記メッセージ出力処理手段が出力するようになって
いる、ことを特徴とする空調機器。
【請求項１６】
　空調機器の使用に関するメッセージを出力するメッセージ出力装置と、上記メッセージ
を上記メッセージ出力装置に通知するメッセージ通知装置と、上記空調機器と、を含むメ
ッセージ出力システムであって、
　上記メッセージ通知装置は、
　　上記空調機器により空調可能な室内の温度を特定する室内温度特定手段と、
　　上記空調機器が位置している地域の外気温度を特定する外気温度特定手段と、
　　上記メッセージとして、上記室内の温度と上記外気温度との比較の結果に応じたメッ
セージを上記メッセージ出力装置に通知するメッセージ通知手段と、
　　上記空調機器のユーザの安否の確認を促す内容のメッセージを、当該ユーザとは異な
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る者の機器に通知する安否通知手段と、
　　上記空調機器をオフにする操作がされた場合に当該操作がされたことを検出する検出
手段と、を備え、
　　上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフに
するように促す内容のメッセージであり、
　　上記安否通知手段は、上記メッセージ通知手段が電源をオフにするように促す内容の
メッセージを通知してから一定期間内に当該操作が検出されない場合に、上記安否の確認
を促す内容のメッセージを通知し、
　上記メッセージ出力装置は、
　　上記メッセージを出力部から出力するメッセージ出力処理手段を備えている、
ことを特徴とするメッセージ出力システム。
【請求項１７】
　空調機器の使用に関するメッセージを通知するメッセージ通知装置のメッセージ通知方
法において、
　上記空調機器により空調可能な室内の温度を特定する室内温度特定ステップと、
　上記空調機器が位置している地域の外気温度を特定する外気温度特定ステップと、
　上記メッセージとして、上記室内の温度と上記外気温度との比較の結果に応じたメッセ
ージを通知するメッセージ通知ステップと、
　上記空調機器のユーザの安否の確認を促す内容のメッセージを、当該ユーザとは異なる
者の機器に通知する安否通知ステップと、
　上記空調機器をオフにする操作がされた場合に当該操作がされたことを検出する検出ス
テップと、を含み、
　上記メッセージ通知ステップで通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフ
にするように促す内容のメッセージであり、
　上記安否通知ステップにおいて、上記メッセージ通知ステップで上記空調機器の電源を
オフにするように促す内容のメッセージを通知してから一定期間内に当該操作が検出され
ない場合に、上記安否の確認を促す内容のメッセージを通知する、
ことを特徴とするメッセージ通知方法。
【請求項１８】
　空調機器の使用に関するメッセージを出力するメッセージ出力装置のメッセージ出力方
法であって、
　上記空調機器により空調可能な室内の室内温度と上記空調機器が位置している地域の外
気温度との比較の結果に応じたメッセージを出力部から出力するメッセージ出力処理ステ
ップと、
　上記空調機器のユーザの安否の確認を促す内容のメッセージを、当該ユーザとは異なる
者の機器に通知する安否通知ステップと、
　上記空調機器をオフにする操作がされた場合に当該操作がされたことを検出する検出ス
テップと、を含み、
　上記メッセージ出力処理ステップで出力する上記メッセージは、上記空調機器の電源を
オフにするように促す内容のメッセージであり、
　上記安否通知ステップにおいて、上記メッセージ出力処理ステップで上記空調機器の電
源をオフにするように促す内容のメッセージを出力してから一定期間内に当該操作が検出
されない場合に、上記安否の確認を促す内容のメッセージを通知する、
ことを特徴とするメッセージ出力方法。
【請求項１９】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載のメッセージ通知装置が備える上記各手段とし
てコンピュータを機能させるためのプログラム。
【請求項２０】
　請求項１３に記載のメッセージ出力装置が備えるメッセージ出力処理手段としてコンピ
ュータを機能させるためのプログラム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に、空調機器の使用に関するメッセージを通知するメッセージ通知装置、
及び、そのようなメッセージを出力するメッセージ出力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　室内環境を調整するための技術として、様々な技術が提案されている。そのような技術
の一例としては、特許文献１に開示されている技術が挙げられる。
【０００３】
　特許文献１の室内環境調整システムは、建物内部の各室に設定されている温度及び湿度
の情報に基づいて、各室における室内環境が快適であるか否かを判定するようになってい
る。そして、この室内環境調整システムは、室内環境が不快であると判定された部屋があ
る場合に、居住者がとるべき行動をアドバイスするようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－０６８３５０号公報（２０１３年４月１８日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、夏季に、建物の中の温度が建物の外の温度よりも高い状態にあるにも関わら
ず、建物の中に設置された冷房機器を稼動させるのは、省エネの観点から好ましくない。
冷房機器を稼動させずに建物の窓を開けることによって、建物の中の温度をある程度下げ
られるからである。
【０００６】
　同様に、冬季に、建物の中の温度が建物の外の温度よりも低い状態にあるにも関わらず
、建物の中に設置された暖房機器を稼動させるのは、省エネの観点から好ましくない。暖
房機器を稼動させずに建物の窓を開けることによって、建物の中の温度をある程度上げら
れるからである。
【０００７】
　すなわち、室内環境を効率的に快適にするためには、建物の中の温度だけでなく、建物
の外の温度を考慮する必要がある。
【０００８】
　しかしながら、特許文献１の室内環境調整システムは、建物の外の温度を考慮したアド
バイスを行うようにはなっていないため、室内環境を快適にするためのアドバイスを十分
に行うことができていない。
【０００９】
　本発明は、上記課題に鑑みて成されたものであり、その主な目的は、空調機器の使用に
関するメッセージとして室内環境を効率的に快適にするためのメッセージ（より一般的に
は、ユーザに空調機器をより有効に活用させるためのメッセージ）を通知可能なメッセー
ジ通知装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係るメッセージ通知装置は、空調機器の
使用に関するメッセージを通知するメッセージ通知装置において、上記空調機器により空
調可能な室内の温度を特定する室内温度特定手段と、上記空調機器が位置している地域の
外気温度を特定する外気温度特定手段と、上記メッセージとして、上記室内の温度と上記
外気温度との比較の結果に応じたメッセージを通知するメッセージ通知手段と、を備えて
いる。
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【発明の効果】
【００１１】
　本発明の一態様に係るメッセージ通知装置は、空調機器をより有効に活用させるための
メッセージを通知できる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態１に係るシステムのシステム構成図である。
【図２】実施形態１に係るシステムに含まれる主要な装置（ＨＥＭＳ機器、エアコンの室
内機、及び、エアコンを操作するためのリモコン）のハードウェア構成を示すブロック図
である。
【図３】実施形態１～５に係るＨＥＭＳ機器が保持しているデータを例示した図である。
【図４】実施形態１に係るＨＥＭＳ機器の制御部（ＣＰＵ）によって実現される主要な機
能を示す機能ブロック図である。
【図５】実施形態１に関する図であり、エアコンの瞬間消費電力、室内温度、及び、外気
温度の推移を例示した図である。
【図６】実施形態１に係るＨＥＭＳ機器の動作を示すフローチャートである。
【図７】実施形態１～５に係るＨＥＭＳ機器が外部から取得するデータを模式的に例示し
た図である。
【図８】実施形態１及び６に関する図であり、エアコンの使用に関するアドバイスが表示
されている表示面を例示した図である。
【図９】本発明の実施形態２に係るシステムのシステム構成図である。
【図１０】実施形態２～５に係るシステムに含まれる主要な装置（メッセージ通知サーバ
、及び、タブレット端末）のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図１１】実施形態２～４に係るメッセージ通知サーバが保持しているデータを例示した
図である。
【図１２】実施形態２に係るメッセージ通知サーバの制御部（ＣＰＵ）によって実現され
る主要な機能を示す機能ブロック図である。
【図１３】実施形態２に係るメッセージ通知サーバの動作を示すフローチャートである。
【図１４】実施形態２及び３に係るメッセージ通知サーバが外部から取得するデータを模
式的に例示した図である。
【図１５】本発明の実施形態３に係るシステムのシステム構成図である。
【図１６】実施形態３に係るメッセージ通知サーバの制御部（ＣＰＵ）によって実現され
る主要な機能を示す機能ブロック図である。
【図１７】実施形態３に係るメッセージ通知サーバの動作を示すフローチャートである。
【図１８】本発明の実施形態４に係るシステムのシステム構成図である。
【図１９】実施形態４に係るメッセージ通知サーバの制御部（ＣＰＵ）によって実現され
る主要な機能を示す機能ブロック図である。
【図２０】実施形態４に係るメッセージ通知サーバの動作を示すフローチャートである。
【図２１】実施形態４に係るメッセージ通知サーバが外部から取得するデータを模式的に
例示した図である。
【図２２】本発明の実施形態５に係るシステムのシステム構成図である。
【図２３】実施形態５に係るメッセージ通知サーバの制御部（ＣＰＵ）によって実現され
る主要な機能を示す機能ブロック図である。
【図２４】実施形態５に関する図であり、エアコンの瞬間消費電力、室内温度、及び、外
気温度の推移を例示した図である。
【図２５】実施形態５に係るメッセージ通知サーバの動作を示すフローチャートである。
【図２６】実施形態５に係るタブレット端末に表示されるＵＩ画面を例示した図である。
【図２７】本発明の実施形態６に係る自動車の外観図である。
【図２８】実施形態６に係る自動車のハードウェア構成の一部を示したブロック図である
。
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【図２９】実施形態６に係る自動車の車載機器の制御部（ＣＰＵ）によって実現される主
要な機能を示す機能ブロック図である。
【図３０】実施形態１及び６に関する図であり、メッセージが表示されている表示面を例
示した図である。
【図３１】本発明のその他の実施形態であるヒーター及び冷風機のハードウェア構成を示
すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　＜実施形態１＞
　以下、図１～図８を参照して、本発明の一実施形態に係る家電管理システムについて説
明する。
【００１４】
　（家電管理システムの概要）
　本実施形態に係る家電管理システム（以下、本実施形態の説明において、単に「家電管
理システム」と呼称する）の概要について図１を参照しながら説明する。図１は、家電管
理システムのシステム構成図である。
【００１５】
　図１に示すように、家電管理システムは、電源タップ５０、エアコン室内機１００、エ
アコン室外機１５０、ＨＥＭＳ機器２００、及び、リモコン１０００を含んでいる。ＨＥ
ＭＳ機器２００の「ＨＥＭＳ」は、ホーム・エネルギー・マネジメント・システムの略称
である。なお、以下では、エアコン室内機１００とエアコン室外機１５０とをまとめて「
エアコン」とも称することにする。
【００１６】
　また、図示はしていないが、家電管理システムは、エアコン以外の各種家電機器も含ん
でいる。
【００１７】
　家電管理システムには、家電管理システムに含まれる家電機器の台数と同数の電源タッ
プ５０が含まれており、家電機器の電源プラグが差し込まれている電源タップ５０は、そ
の家電機器の瞬間消費電力を測定するようになっている。具体的には、各電源タップ５０
は、電力の供給先の家電機器（例えば、エアコン室内機１００）の瞬間消費電力を逐次測
定する。また、各電源タップ５０は、通信機能を備えており、瞬間消費電力を測定する度
に、測定結果を示す消費電力情報を当該電源タップ５０のタップＩＤとともにＨＥＭＳ機
器２００に送信する。
【００１８】
　エアコン室外機１５０は、エアコン室内機１００と配管を介して連結されている。エア
コン室外機１５０は、外気の温度を測定する温度計が設けられている。エアコン室外機１
５０とエアコン室内機１００との間には通信線が設けられており、エアコン室外機１５０
は、通信線を介して、外気の温度の測定結果をエアコン室内機１００に逐次通知する。
【００１９】
　エアコン室内機１００は、稼動中の場合、動作モード情報と、自機で測定した室温を示
す室温情報と、エアコン室外機１５０が測定した外気温を示す外気温情報と、をＨＥＭＳ
機器２００に逐次送信する。動作モード情報は、冷房モード（冷房機器として動作する動
作モード）、暖房モード（暖房機器として動作する動作モード）、及び、その他のモード
（例えば、除湿モード）のいずれのモードでエアコンが動作しているかを示す情報である
。
【００２０】
　ＨＥＭＳ機器２００は、電力の使用状況に関する情報（各家電機器の瞬間消費電力の情
報等）を表示する機能の他、エアコン（空調機器）の使用に関するアドバイスを表示する
機能を備えている。ＨＥＭＳ機器２００は、直近で受信した室温情報、外気温情報、及び
、消費電力情報（エアコン室内機１００の瞬間消費電力を示す消費電力情報）を参照し、
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必要に応じて、エアコンの使用に関するアドバイスを表示する。
【００２１】
　リモコン１０００は、エアコンを操作するためのリモコンである。
【００２２】
　以上、家電管理システムの概要について説明した。
【００２３】
　（家電管理システムに含まれる主要な装置の構成）
　次に、家電管理システムに含まれる主要な装置の構成について図２～図４を参照しなが
ら説明する。図２は、ＨＥＭＳ機器２００、エアコン室内機１００、及び、リモコン１０
００のハードウェア構成を示すブロック図である。図３は、ＨＥＭＳ機器２００が保持し
ているデータ（家電管理システムが管理している家電に関するデータ）を例示した図であ
る。図４は、ＨＥＭＳ機器２００の制御部２２０によって実現される主要な機能を示す機
能ブロック図である。
【００２４】
　まず、主要な各装置のハードウェア構成について、図２及び図３を参照しながら説明す
る。
【００２５】
　（ＨＥＭＳ機器２００）
　図２の（ａ）に示すように、ＨＥＭＳ機器２００は、記憶部２１０、制御部２２０、タ
ッチパネル式表示部２３０（出力部）、及び、通信部２４０を備えている。
【００２６】
　記憶部２１０は、各種プログラムが記録されている記録媒体である。記憶部２１０は、
図３に示すデータを保持している。本実施形態において記憶部２１０はハードディスクド
ライブであるが、記憶部２１０は他の種類のデバイス（例えば、フラッシュメモリ）であ
ってもよい。
【００２７】
　制御部２２０は、ＨＥＭＳ機器２００全体を制御するＣＰＵである。
【００２８】
　タッチパネル式表示部２３０は、操作デバイスとしても機能する表示デバイスである。
タッチパネル式表示部２３０がタッチ操作を受け付けると、タッチパネル式表示部２３０
には、タッチ操作の内容に応じた情報が表示される。
【００２９】
　通信部２４０は、他の装置とのＩＰ通信を可能にするために設けられた無線ＬＡＮイン
タフェースである。
【００３０】
　（エアコン室内機１００）
　図２の（ｂ）に示すように、エアコン室内機１００は、熱交換器１１０、制御部１２０
、通信部１３０、通信部１４０、通信部１５０、送風ファン１６０、及び、温度計１７０
を備えている。
【００３１】
　熱交換器１１０は、冷房運転時に、エアコン室内機１００とエアコン室外機１５０とを
つなぐ配管を循環している冷媒に室内の熱を乗せるようになっている。また、熱交換器１
１０は、暖房運転時に、室内に放出するための熱を冷媒から取り出すようになっている。
【００３２】
　制御部１２０は、エアコン室内機１００全体を制御するＣＰＵである。
【００３３】
　通信部１３０は、エアコン室外機１５０との間の通信を可能にするために設けられた通
信インタフェースである。
【００３４】
　通信部１４０は、リモコン１０００との間の通信を可能にするために設けられた通信イ
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ンタフェースである。
【００３５】
　通信部１５０は、ＨＥＭＳ機器２００との間のＩＰ通信を可能にするために設けられた
通信インタフェースである。
【００３６】
　送風ファン１６０は、冷房運転時には冷媒に熱が奪われることで冷えた空気を室内全体
に行き渡らせ、暖房運転時には冷媒から取り出された熱によって温まった空気を室内全体
に行き渡らせる。
【００３７】
　温度計１７０は、エアコン室内機１００が設置されている室内（即ち、エアコン室内機
１００が空調可能な室内）の温度を測定する。
【００３８】
　（リモコン１０００）
　図２の（ｃ）に示すように、リモコン１０００は、タッチパネル式表示部１０１０、制
御部１０２０、及び、通信部１０３０を備えている。
【００３９】
　タッチパネル式表示部１０１０は、操作デバイスとしても機能する表示デバイスである
。タッチパネル式表示部１０１０がタッチ操作を受け付けると、タッチパネル式表示部１
０１０には、タッチ操作の内容に応じた情報が表示される。
【００４０】
　制御部１０２０は、タッチ操作の内容に応じて、リモコン１０００、及び／又は、エア
コン室内機１００を制御する。例えば、エアコンをオンにするタッチ操作が成されると、
制御部１０２０は、エアコンをオンにする信号をエアコン室内機１００に通信部１０３０
を介して送信し、エアコンをオンにした旨の情報をタッチパネル式表示部１０１０に表示
する。
【００４１】
　以上、主要な各装置のハードウェア構成について説明した。
【００４２】
　次に、ＨＥＭＳ機器２００がＣＰＵによって実現する機能について説明する。
【００４３】
　（ＨＥＭＳ機器２００がＣＰＵによって実現する機能について）
　ＨＥＭＳ機器２００（メッセージ出力装置）の制御部２２０は、各種プログラムを読み
出すことによって、図４に示すように、エアコン稼動状況判定部２２１、室内温度特定部
２２２、外気温度特定部２２３、及び、アドバイス表示処理部２２４として機能する。
【００４４】
　エアコン稼動状況判定部２２１は、エアコンが稼動中であるか否か、及び、稼動中のエ
アコンの動作モードを判定する。
【００４５】
　室内温度特定部２２２は、エアコン室内機１００が設置されている室内の温度（以下、
単に「室内温度」とも称する）を特定する。
【００４６】
　外気温度特定部２２３は、ＨＥＭＳ機器２００のユーザ（図１の「ユーザＡ」）が住ん
でいる地域（即ち、エアコン室内機１００及びエアコン室外機１５０が設置されている地
域）の外気温度（以下、単に「外気温度」とも称する）を特定する。なお、本実施形態で
は、外気温度特定部２２３は、当該外気温度として、エアコン室外機１５０が測定した外
気温度を特定するようになっているが、本発明はこのような構成に限定されない。
【００４７】
　アドバイス表示処理部２２４（メッセージ出力処理手段）は、エアコン室内機１００が
暖房モード又は冷房モードで動作していると判定された場合、室内温度と外気温度とを比
較し、比較の結果に応じて、エアコンの使用に関するアドバイスをタッチパネル式表示部
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２３０に表示する。
【００４８】
　以上、ＨＥＭＳ機器２００がＣＰＵによって実現する機能について説明した。
【００４９】
　（図３のデータについて）
　図３のデータについて簡単に触れておく。
【００５０】
　図３のデータは、家電管理システムによって管理される各家電機器の情報を含んでいる
。具体的には、図３のデータは、データベーステーブル形式のデータであり、家電機器の
機器ＩＤと、当該家電機器の機器種別と、当該家電機器に電力を供給している電源タップ
５０のタップＩＤとを含むレコードを、各家電機器について保持している。
【００５１】
　ＨＥＭＳ機器２００は、図３のデータを参照することにより、エアコンに電力を供給し
ている電源タップのタップＩＤ（図３の例では“０００１”）を特定することができる。
そして、ＨＥＭＳ機器２００は、ある機器ＩＤが割り当てられたエアコンに電力を供給し
ている電源タップのタップＩＤと消費電力情報とのペアを取得した場合に、「当該消費電
力情報が、当該ある機器ＩＤが割り当てられたエアコンの瞬間消費電力を示していること
」を把握することができる。
【００５２】
　（ＨＥＭＳ機器２００の動作）
　次に、ＨＥＭＳ機器２００の特徴的な動作について、更に図５～図８を参照しつつ説明
する。
【００５３】
　図５は、エアコンの瞬間消費電力、室内温度、及び、外気温度の推移を例示した図であ
る。図６は、ＨＥＭＳ機器２００の動作を示すフローチャートである。なお、ＨＥＭＳ機
器２００は、図６のフローチャートに従った動作を逐次行うようになっている。
【００５４】
　図７は、ＨＥＭＳ機器２００が外部から取得するデータを模式的に例示した図である。
図８は、エアコンの使用に関するアドバイスが表示されているタッチパネル式表示部２３
０の表示面を例示した図である。なお、図７の（ａ）のデータは、エアコン室内機１００
からＨＥＭＳ機器２００が取得するデータであり、図７の（ｂ）のデータは、エアコンに
電力を供給している電源タップ５０からＨＥＭＳ機器２００が取得するデータである。
【００５５】
　ＨＥＭＳ機器２００が電源タップ５０から図７の（ｂ）に例示されるデータ（エアコン
の瞬間消費電力（現在の消費電力）を示す消費電力情報を含むデータ）を取得すると、Ｓ
１において、エアコン稼動状況判定部２２１は、当該データを参照することにより消費電
力情報を確認する。
【００５６】
　Ｓ１の後、エアコン稼動状況判定部２２１は、消費電力情報が示す消費電力値の大きさ
に基づいて、エアコンが稼動中であるか否かを判定する（Ｓ２）。例えば、エアコン稼動
状況判定部２２１は、消費電力値が所定の閾値以上である場合には、エアコンが稼動中で
あると判定し、消費電力値が所定の閾値未満である場合には、エアコンは稼動中でないと
判定する。
【００５７】
　ＨＥＭＳ機器２００は、Ｓ２においてエアコンは稼動中でないと判定した場合、図６の
フローチャートに従った動作を終了する。一方、ＨＥＭＳ機器２００は、Ｓ２においてエ
アコンが稼動中であると判定した場合、図３のデータを参照することにより、図７の（ｂ
）のデータに含まれているタップＩＤの値に対応する機器ＩＤの値を特定する。そして、
ＨＥＭＳ機器２００は、特定した機器ＩＤに対応するエアコン室内機１００から、図７の
（ａ）に例示されるデータ（機器ＩＤと室温情報と外気温情報と動作モード情報とを含む
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データ）が送信されてくるまで待機する。
【００５８】
　ＨＥＭＳ機器２００が、エアコン室内機１００から、図７の（ａ）に例示されるデータ
を取得すると、Ｓ３において、エアコン稼動状況判定部２２１は、動作モード情報を参照
することにより、エアコンの動作モードがどのモードであるかを判定する。
【００５９】
　ＨＥＭＳ機器２００は、Ｓ３においてエアコンの動作モードが冷房モードでも暖房モー
ドでもないと判定した場合、図６のフローチャートに従った動作を終了する。
【００６０】
　一方、ＨＥＭＳ機器２００は、Ｓ３においてエアコンの動作モードが冷房モードである
と判定した場合にはＳ４の処理に進み、Ｓ３においてエアコンの動作モードが暖房モード
であると判定した場合にはＳ６の処理に進む。
【００６１】
　Ｓ４において、ＨＥＭＳ機器２００は、室内温度が外気温度よりも高いか否かを判定す
る。具体的には、室内温度特定部２２２が室温情報を参照することで室内温度を特定し、
外気温度特定部２２３が外気温情報を参照することで外気温度を特定し、アドバイス表示
処理部２２４が、特定された室内温度が特定された外気温度よりも高いか否かを判定する
。
【００６２】
　ＨＥＭＳ機器２００は、室内温度が外気温度以下であると判定した場合には、図６のフ
ローチャートに従った動作を終了する。例えば、ＨＥＭＳ機器２００がＳ４の処理を実行
する時刻が図５の（ａ）のｔ1である場合、ＨＥＭＳ機器２００は、図６のフローチャー
トに従った動作を終了する。
【００６３】
　一方、ＨＥＭＳ機器２００は室内温度が外気温度よりも高いと判定した場合には、Ｓ５
の処理に進む。例えば、ＨＥＭＳ機器２００がＳ４の処理を実行する時刻が図５の（ａ）
のｔ2である場合、ＨＥＭＳ機器２００は、Ｓ５の処理に進む。
【００６４】
　Ｓ５において、アドバイス表示処理部２２４は、図８に示すように、「冷房を止め、窓
を開けて涼しい外気を室内に導入すること」を促す内容の節電アドバイスをタッチパネル
式表示部２３０に表示する。Ｓ５の後、ＨＥＭＳ機器２００は、図６のフローチャートに
従った動作を終了する。
【００６５】
　なお、Ｓ５（時刻ｔ2）において表示された節電アドバイスを読んだユーザＡは、省エ
ネのために冷房を止めたほうが良いことに気づき、冷房を止め、窓を開けて涼しい外気を
室内に導入したものする。その結果、図５の（ａ）に示すように、時刻ｔ2以降、エアコ
ンの消費電力量はゼロになり、且つ、室内温度も外気温に近づいていくことになる。
【００６６】
　Ｓ６において、ＨＥＭＳ機器２００は、室内温度が外気温度よりも低いか否かを判定す
る。具体的には、室内温度特定部２２２が室温情報を参照することで室内温度を特定し、
外気温度特定部２２３が外気温情報を参照することで外気温度を特定し、アドバイス表示
処理部２２４が、特定された室内温度が特定された外気温度よりも低いか否かを判定する
。
【００６７】
　ＨＥＭＳ機器２００は、室内温度が外気温度以上であると判定した場合には、図６のフ
ローチャートに従った動作を終了する。例えば、ＨＥＭＳ機器２００がＳ６の処理を実行
する時刻が図５の（ｂ）のｔ3である場合、ＨＥＭＳ機器２００は、図６のフローチャー
トに従った動作を終了する。
【００６８】
　一方、ＨＥＭＳ機器２００は室内温度が外気温度よりも低いと判定した場合には、Ｓ７
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の処理に進む。例えば、ＨＥＭＳ機器２００がＳ６の処理を実行する時刻が図５の（ｂ）
のｔ4である場合、ＨＥＭＳ機器２００は、Ｓ７の処理に進む。
【００６９】
　Ｓ７において、アドバイス表示処理部２２４は、「暖房を止め、窓を開けて暖かい外気
を室内に導入すること」を促す内容の節電アドバイスを、タッチパネル式表示部２３０に
表示する。Ｓ７の後、ＨＥＭＳ機器２００は、図６のフローチャートに従った動作を終了
する。
【００７０】
　なお、Ｓ７（時刻ｔ4）において表示された節電アドバイスを読んだユーザＡは、省エ
ネのために暖房を止めたほうが良いことに気づき、暖房を止め、窓を開けて暖かい外気を
室内に導入したものする。その結果、図５の（ｂ）に示すように、時刻ｔ4以降、エアコ
ンの消費電力量はゼロになり、且つ、室内温度も外気温に近づいていくことになる。
【００７１】
　以上、ＨＥＭＳ機器２００の特徴的な動作について説明した。
【００７２】
　（ＨＥＭＳ機器２００の利点）
　以上のように、ＨＥＭＳ機器２００は、エアコンの使用に関するアドバイスを表示（即
ち、ユーザＡに通知）するようになっている。
【００７３】
　ＨＥＭＳ機器２００は、上記エアコンにより空調可能な室内の温度を特定する室内温度
特定部２２２と、上記エアコンが位置している地域の外気温度を特定する外気温度特定部
２２３と、を備え、更に、アドバイス表示処理部２２４を備えている。
【００７４】
　アドバイス表示処理部２２４は、上記アドバイスとして、室内温度特定部２２２が特定
した室内の温度と外気温度特定部２２３が特定した外気温度との比較の結果に応じたアド
バイス（図８に例示される節電アドバイス）を表示（即ち、ユーザＡに通知）する。
【００７５】
　従って、ＨＥＭＳ機器２００は、空調機器をより有効に活用させるためのメッセージ（
即ち、節電アドバイスに関する内容のメッセージ）を通知できる、と言える。
【００７６】
　（実施形態１の付記事項）
　家電管理システムには、外部の機器から通知されたメッセージの音声をスピーカから出
力するロボット掃除機（図示せず）が含まれていてもよい。
【００７７】
　ＨＥＭＳ機器２００は、アドバイス表示処理部２２４の代わりに、上述の節電アドバイ
スに関する内容のメッセージをロボット掃除機に通知するメッセージ通知手段を備えてい
てもよい。
【００７８】
　＜実施形態２＞
　以下、更に図９～図１４を参照して、本発明の別の一実施形態に係る家電管理システム
について説明する。なお、説明の便宜上、実施形態１にて説明した部材と同じ機能を有す
る部材については、同じ符号を付記し、基本的にその説明を省略する。
【００７９】
　（家電管理システムの概要）
　本実施形態に係る家電管理システムの概要について図９を参照しながら説明する。図９
は、本実施形態に係る家電管理システムのシステム構成図である。
【００８０】
　本実施形態に係る家電管理システムは、実施形態１に係る家電管理システムとは異なり
、節電アドバイスに関する実施形態１で説明した内容のメッセージを、クラウド上のサー
バが、家電管理サービスの契約者（例えば、ユーザＡ）の携帯端末に通知するようになっ
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ている。
【００８１】
　図９に示すように、本実施形態に係る家電管理システム（以下、本実施形態の説明にお
いて、単に「家電管理システム」と呼称する）は、電源タップ５０、エアコン室内機１０
０、エアコン室外機１５０、ＨＥＭＳ機器２００Ａ、管理サーバ３００、メッセージ通知
サーバ４００、タブレット端末５００、ルータ６００、及び、リモコン１０００を含んで
いる。また、図示はしていないが、家電管理システムは、エアコン以外の各種家電機器も
含んでいる。
【００８２】
　ＨＥＭＳ機器２００Ａは、契約者であるユーザＡの住まいに関するデータ（電力の使用
状況に関する情報と、エアコン室内機１００から取得した室温情報及び外気温情報とを含
むデータ）を管理サーバ３００に逐次送信する。なお、ＨＥＭＳ機器２００Ａは、ＨＥＭ
Ｓ機器２００と同様に記憶部２１０、制御部２２０、及び通信部２４０を備えているが、
ＨＥＭＳ機器２００と異なり、タッチパネル式表示部２３０を備えていない。
【００８３】
　管理サーバ３００は、契約者のＨＥＭＳ機器（例えば、ユーザＡのＨＥＭＳ機器２００
Ａ）から取得したデータを用いて、当該契約者の家庭における、一定期間毎の消費電力量
のデータを管理する。サーバ３００は、当該データをサーバ４００に転送する。
【００８４】
　メッセージ通知サーバ４００は、管理サーバ３００から転送される契約者の住まいに関
するデータを参照し、節電アドバイスに関する内容のメッセージを必要に応じて当該契約
者の携帯端末に送信する。例えば、ユーザＡの住まいに関するデータを参照した場合には
、節電アドバイスに関する内容のメッセージを必要に応じてユーザＡのタブレット端末５
００に送信する。
【００８５】
　タブレット端末５００は、ＨＥＭＳアプリがインストールされている携帯機器である。
このＨＥＭＳアプリは、電力の使用状況に関する情報（各家電機器の瞬間消費電力等）を
表示する機能を備えている。タブレット端末５００は、ＨＥＭＳアプリが動作している間
、節電アドバイスに関する内容のメッセージを表示できるようになっている。なお、携帯
端末として、タブレット端末５００の代わりに、スマートフォンを用いてもよい。
【００８６】
　ルータ６００は、家庭内のＬＡＮと外部のネットワークとの境界に位置するルータであ
る。
【００８７】
　以上、家電管理システムの概要について説明した。
【００８８】
　（家電管理システムに含まれる主要な装置の構成）
　次に、家電管理システムに含まれる主要な装置の構成について図１０～図１２を参照し
ながら説明する。図１０は、メッセージ通知サーバ４００及びタブレット端末５００のハ
ードウェア構成を示すブロック図である。図１１は、メッセージ通知サーバ４００が保持
しているデータ（各契約者の情報を含むデータ）を例示した図である。図１２は、メッセ
ージ通知サーバ４００の制御部４２０によって実現される主要な機能を示す機能ブロック
図である。
【００８９】
　まず、主要な各装置のハードウェア構成について、図１０及び図１１を参照しながら説
明する。
【００９０】
　（メッセージ通知サーバ４００）
　図１０の（ａ）に示すように、メッセージ通知サーバ４００（メッセージ通知装置）は
、記憶部４１０、制御部４２０、及び、通信部４３０を備えている。
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【００９１】
　記憶部４１０は、各種プログラムが記録されている記録媒体である。記憶部４１０は、
図１１の（ａ）に示すデータを保持している。本実施形態において記憶部４１０はハード
ディスクドライブであるが、記憶部４１０は他の種類のデバイス（例えば、フラッシュメ
モリ）であってもよい。
【００９２】
　制御部４２０は、メッセージ通知サーバ４００全体を制御するＣＰＵである。
【００９３】
　通信部４３０は、他の装置とのＩＰ通信を可能にするために設けられたイーサネット（
登録商標）インタフェースである。
【００９４】
　（タブレット端末５００）
　図１０の（ｂ）に示すように、タブレット端末５００は、記憶部５１０、制御部５２０
、タッチパネル式表示部５３０、及び、通信部５４０を備えている。
【００９５】
　記憶部５１０は、各種プログラムが記録されている記録媒体である。本実施形態におい
て記憶部５１０はフラッシュメモリであるが、記憶部５１０は他の種類のデバイス（例え
ば、ハードディスクドライブ）であってもよい。
【００９６】
　制御部５２０は、タブレット端末５００全体を制御するＣＰＵである。
【００９７】
　タッチパネル式表示部５３０は、操作デバイスとしても機能する表示デバイスである。
【００９８】
　通信部５４０は、他の装置とのＩＰ通信を可能にするために設けられた無線ＬＡＮイン
タフェースである。なお、通信部５４０は、キャリアの無線基地局との間で、３Ｇ通信、
３．５Ｇ通信（ＨＳＰＡ＋等）、３．９Ｇ通信（ＷｉＭＡＸやＬＴＥ等）、又は、４Ｇ通
信（ＷｉＭＡＸ２やＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ等）を行うための通信モジュールであって
もよい。
【００９９】
　以上、主要な各装置のハードウェア構成について説明した。
【０１００】
　次に、メッセージ通知サーバ４００がＣＰＵによって実現する機能について説明する。
【０１０１】
　（メッセージ通知サーバ４００がＣＰＵによって実現する機能について）
　メッセージ通知サーバ４００の制御部４２０は、各種プログラムを読み出すことによっ
て、図１２に示すように、エアコン稼動状況判定部４２１、室内温度特定部４２２、外気
温度特定部４２３、及び、メッセージ通知処理部４２４として機能する。
【０１０２】
　エアコン稼動状況判定部４２１（稼動状況判定手段、動作モード判定手段）は、契約者
の空調機器（例えば、ユーザＡのエアコン）が暖房モード又は冷房モードで動作している
かを判定する。
【０１０３】
　室内温度特定部４２２（室内温度特定手段）は、契約者の空調機器が設置されている室
内の温度（以下、単に「室内温度」とも称する）を特定する。
【０１０４】
　外気温度特定部４２３（外気温度特定手段）は、契約者が住んでいる地域（例えば、ユ
ーザＡのエアコン室内機１００及びエアコン室外機１５０が設置されている地域）の外気
温度（以下、単に「外気温度」とも称する）を特定する。
【０１０５】
　メッセージ通知処理部４２４（メッセージ通知手段）は、エアコン室内機１００が暖房
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モード又は冷房モードで動作していると判定された場合、室内温度と外気温度とを比較し
、比較の結果に応じて、エアコンの使用に関するアドバイスを含むメッセージをタブレッ
ト端末５００に送信する。
【０１０６】
　以上、メッセージ通知サーバ４００がＣＰＵによって実現する機能について説明した。
【０１０７】
　（図１１のデータについて）
　図１１のデータについて簡単に触れておく。
【０１０８】
　図１１のデータは、各契約者の情報を含むデータである。具体的には、図１１（ａ）又
は（ｂ）のデータは、データベーステーブル形式のデータであり、契約者の契約ＩＤ、当
該契約者が使用している携帯端末のＭＡＣアドレス、及び、当該契約者の住所の情報を含
むレコードを、各契約者について保持している。
【０１０９】
　メッセージ通知処理部４２４は、エアコンの使用に関するアドバイスを含むメッセージ
を契約者に送信する場合には、図１１の（ａ）又は（ｂ）に示されている、当該契約者（
例えば、契約者ＩＤが“０００１”であるユーザＡ）のＭＡＣアドレスを参照することに
より、当該契約者の携帯端末において動作しているＨＥＭＳアプリに当該メッセージを送
信する。
【０１１０】
　なお、図１１の（ｂ）の「見守り設定」及び「見守り者のメールアドレス」については
後で説明する。
【０１１１】
　（メッセージ通知サーバ４００の動作）
　次に、メッセージ通知サーバ４００の特徴的な動作について、更に図１３及び図１４を
参照しつつ説明する。
【０１１２】
　図１３は、メッセージ通知サーバ４００の動作を示すフローチャートである。図１４は
、管理サーバ３００が契約者のＨＥＭＳ機器から取得し、メッセージ通知サーバ４００が
管理サーバ３００から取得するデータ（前述の「契約者の住まいに関するデータ」）を模
式的に例示した図である。なお、メッセージ通知サーバ４００は、図１４に例示されるデ
ータを取得する度に、図１３のフローチャートに従った動作を行うようになっている。
【０１１３】
　メッセージ通知サーバ４００が管理サーバ３００から図１４のデータを取得すると、Ｓ
１１において、エアコン稼動状況判定部４２１は、当該データに含まれている消費電力情
報（エアコンの瞬間消費電力を示す消費電力情報）を確認する。
【０１１４】
　Ｓ１１の後、エアコン稼動状況判定部４２１は、消費電力情報が示す消費電力値の大き
さに基づいて、エアコンが稼動中であるか否かを判定する（Ｓ１２）。
【０１１５】
　メッセージ通知サーバ４００は、Ｓ１２においてエアコンは稼動中でないと判定した場
合、図１３のフローチャートに従った動作を終了する。一方、エアコン稼動状況判定部４
２１は、Ｓ１２においてエアコンが稼動中であると判定した場合、Ｓ１３において、図１
４のデータに含まれている動作モード情報を参照することにより、エアコンの動作モード
がどのモードであるかを判定する。
【０１１６】
　メッセージ通知サーバ４００は、Ｓ１３においてエアコンの動作モードが冷房モードで
も暖房モードでもないと判定した場合、図１３のフローチャートに従った動作を終了する
。
【０１１７】
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　一方、メッセージ通知サーバ４００は、Ｓ１３においてエアコンの動作モードが冷房モ
ードであると判定した場合にはＳ１４の処理に進み、Ｓ１３においてエアコンの動作モー
ドが暖房モードであると判定した場合にはＳ１６の処理に進む。
【０１１８】
　Ｓ１４において、メッセージ通知サーバ４００は、室内温度が外気温度よりも高いか否
かを判定する。具体的には、室内温度特定部４２２が図１４のデータを参照することで室
内温度を特定し、外気温度特定部４２３が図１４のデータを参照することで外気温度を特
定し、メッセージ通知処理部４２４が、特定された室内温度が特定された外気温度よりも
高いか否かを判定する。
【０１１９】
　メッセージ通知サーバ４００は、室内温度が外気温度以下であると判定した場合には、
図１３のフローチャートに従った動作を終了する。一方、メッセージ通知サーバ４００は
、室内温度が外気温度よりも高いと判定した場合には、Ｓ１５の処理に進む。
【０１２０】
　Ｓ１５において、メッセージ通知処理部４２４は、図１４のデータを参照することで契
約ＩＤを特定し、図１１の（ａ）のデータを参照することで、当該契約ＩＤ（ユーザＡの
契約ＩＤ）に対応するＭＡＣアドレスを特定する。そして、Ｓ１５において、メッセージ
通知処理部４２４は、特定したＭＡＣアドレスを持つ携帯端末（ユーザＡのタブレット端
末５００）宛に、実施形態１で説明した内容の節電アドバイス（冷房の使用に関するアド
バイス）を含むメッセージを送信する。Ｓ１５の後、メッセージ通知サーバ４００は、図
１３のフローチャートに従った動作を終了する。
【０１２１】
　なお、タブレット端末５００の制御部５２０がＳ１５で送信されたメッセージをタッチ
パネル式表示部５３０に表示し、そのメッセージを自宅内で読んだユーザＡが、省エネの
ために冷房を止めたほうが良いことに気づいたものとする。そして、ユーザＡは、エアコ
ンを止めて窓を開けたものとする。この場合、以降のエアコンの消費電力量はゼロになり
、且つ、室内温度もより快適な外気温に近づいていくことになる。
【０１２２】
　Ｓ１６において、メッセージ通知サーバ４００は、室内温度が外気温度よりも低いか否
かを判定する。具体的には、室内温度特定部４２２が図１４のデータを参照することで室
内温度を特定し、外気温度特定部４２３が図１４のデータを参照することで外気温度を特
定し、メッセージ通知処理部４２４が、特定された室内温度が特定された外気温度よりも
低いか否かを判定する。
【０１２３】
　メッセージ通知サーバ４００は、室内温度が外気温度以上であると判定した場合には、
図１３のフローチャートに従った動作を終了する。一方、メッセージ通知サーバ４００は
、室内温度が外気温度よりも低いと判定した場合には、Ｓ１７の処理に進む。
【０１２４】
　Ｓ１７において、メッセージ通知処理部４２４は、Ｓ１５と同様の処理を行うことで、
ユーザＡのタブレット端末５００に、実施形態１で説明した内容の節電アドバイス（暖房
の使用に関するアドバイス）を含むメッセージを送信する。Ｓ１７の後、メッセージ通知
サーバ４００は、図１３のフローチャートに従った動作を終了する。
【０１２５】
　なお、タブレット端末５００の制御部５２０がＳ１５で送信されたメッセージをタッチ
パネル式表示部５３０に表示し、そのメッセージを自宅内で読んだユーザＡが、省エネの
ために暖房を止めたほうが良いことに気づいたものとする。そして、ユーザＡは、エアコ
ンを止めて窓を開けたものとする。この場合、以降のエアコンの消費電力量はゼロになり
、且つ、室内温度もより快適な外気温に近づいていくことになる。
【０１２６】
　以上、メッセージ通知サーバ４００の特徴的な動作について説明した。
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【０１２７】
　（メッセージ通知サーバ４００の利点）
　以上のように、メッセージ通知サーバ４００は、エアコンの使用に関するメッセージを
契約者の携帯端末に通知するようになっている。
【０１２８】
　メッセージ通知サーバ４００は、上記エアコンにより空調可能な室内の温度を特定する
室内温度特定部４２２と、上記エアコンが位置している地域の外気温度を特定する外気温
度特定部４２３と、を備え、更に、メッセージ通知処理部４２４を備えている。
【０１２９】
　メッセージ通知処理部４２４は、上記アドバイスとして室内温度特定部４２２が特定し
た室内の温度と外気温度特定部４２３が特定した外気温度との比較の結果に応じたメッセ
ージを契約者の携帯端末に通知する。具体的には、メッセージ通知処理部４２４は、実施
形態１で説明した内容の節電アドバイスを含むメッセージを契約者の携帯端末に送信する
。
【０１３０】
　従って、メッセージ通知サーバ４００は、空調機器をより有効に活用させるためのメッ
セージ（即ち、節電アドバイスに関する内容のメッセージ）を通知できる、と言える。
【０１３１】
　（実施形態２の付記事項１）
　実施形態２に係る家電管理システムは、見守りサービスの機能を備えていてもよい。
【０１３２】
　この場合、記憶部４１０は、図１１の（ａ）に例示されるデータではなく、図１１の（
ｂ）に例示されるデータを保持していてもよい。図１１の（ｂ）のテーブルにおける「見
守り設定」フィールドの値“オン”は、該当契約者が見守りサービスを利用していること
を示しており、「見守り設定」フィールドの値“オフ”は、該当契約者が見守りサービス
を利用していないことを示している。また、図１１の（ｂ）のテーブルにおける「見守り
者のメールアドレス」フィールドの値は、見守りサービスを利用している該当契約者を見
守る者（例えば、契約者の近親者）のメールアドレスを示している。
【０１３３】
　また、エアコン稼動状況判定部４２１（検出手段）は、節電アドバイスを含むメッセー
ジを契約者の携帯端末に送信してからの一定期間、当該契約者のエアコンの使用状況（当
該契約者がエアコンをオフにしたか否か）を監視してもよい。例えば、節電アドバイスを
含むメッセージをユーザＡのタブレット端末５００に送信してからの一定期間、図１４に
例示されるデータ（契約ＩＤが“０００１”であるようなデータ）を取得する度に当該デ
ータを参照してエアコンの瞬間消費電力がゼロになったか否かを確認してもよい。
【０１３４】
　そして、メッセージ通知処理部４２４（安否通知手段）は、当該一定期間が経過しても
、エアコンがオンのままになっている場合には、契約者の安否の確認を促す内容のメール
を見守り者のメールアドレス宛に送信してもよい。例えば、メッセージ通知処理部４２４
は、当該一定期間内にユーザＡのエアコンの消費電力が所定の閾値を一度も下回らなかっ
た場合、「ユーザＡさん宅のエアコンが操作されていないよ。連絡してみたら？」という
メッセージを見守り者の携帯メールアドレス宛（見守り者の携帯端末）に送信してもよい
。
【０１３５】
　（実施形態２の付記事項２）
　本実施形態では、空調機器としてエアコン（暖房機器としても冷房機器としても機能す
る空調機器）を用いたが、空調機器として冷房機器を用いてもよい。この場合、メッセー
ジ通知サーバ４００は、図１３のＳ１２で冷房機器が稼動中であると判定した場合に、Ｓ
１３をスキップしてＳ１４の処理を行い、Ｓ１４にて室内温度が外気温度よりも高いと判
定された場合にＳ１５の処理を行ってもよい。
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【０１３６】
　また、本実施形態では、空調機器としてエアコンを用いたが、空調機器として暖房機器
を用いてもよい。この場合、メッセージ通知サーバ４００は、図１３のＳ１２で暖房機器
が稼動中であると判定した場合に、Ｓ１３をスキップしてＳ１６の処理を行い、Ｓ１６に
て室内温度が外気温度よりも低いと判定された場合にＳ１７の処理を行ってもよい。
【０１３７】
　＜実施形態３＞
　以下、更に図１５～図１７を参照して、本発明の更に別の一実施形態に係る家電管理シ
ステムについて説明する。なお、説明の便宜上、実施形態１又は２にて説明した部材と同
じ機能を有する部材については、同じ符号を付記し、基本的にその説明を省略する。
【０１３８】
　（家電管理システムの概要）
　本実施形態に係る家電管理システムの概要について図１５を参照しながら説明する。図
１５は、本実施形態に係る家電管理システムのシステム構成図である。
【０１３９】
　本実施形態に係る家電管理システムは、実施形態２に係る家電管理システムと類似して
いるが、契約者が住んでいる地域の天気が雨である場合に当該契約者の携帯端末に節電ア
ドバイスに関する内容のメッセージを通知しない点で、実施形態２に係る家電管理システ
ムと異なっている。
【０１４０】
　図１５に示すように、本実施形態に係る家電管理システム（以下、本実施形態の説明に
おいて、単に「家電管理システム」と呼称する）は、電源タップ５０、エアコン室内機１
００、エアコン室外機１５０、ＨＥＭＳ機器２００Ａ、管理サーバ３００、メッセージ通
知サーバ４００Ａ、タブレット端末５００、ルータ６００、気象情報サーバ７００、及び
、リモコン１０００を含んでいる。また、図示はしていないが、家電管理システムは、エ
アコン以外の各種家電機器も含んでいる。
【０１４１】
　気象情報サーバ７００は、各地域の気象情報（天気、温度、湿度、風速、花粉の飛散量
、黄砂の飛散量、ＰＭ２．５の濃度等の情報）を管理するサーバである。
【０１４２】
　メッセージ通知サーバ４００Ａは、メッセージ通知サーバ４００と同様に、管理サーバ
３００から転送される契約者の住まいに関するデータを参照し、節電アドバイスに関する
内容のメッセージを必要に応じて当該契約者の携帯端末に送信する。
【０１４３】
　一方、メッセージ通知サーバ４００Ａは、メッセージ通知サーバ４００と異なり、契約
者の住まいに関するデータが管理サーバ３００から転送された場合に、必要に応じて、当
該契約者が住んでいる地域の天気を気象情報サーバ７００に問い合わせるようになってい
る。メッセージ通知サーバ４００Ａは、当該契約者が住んでいる地域の天気が雨である場
合には、節電アドバイスに関する内容のメッセージを送信しないようになっている。
【０１４４】
　以上、家電管理システムの概要について説明した。
【０１４５】
　（メッセージ通知サーバ４００Ａの構成）
　次に、メッセージ通知サーバ４００Ａの構成について図１０及び図１６を参照しながら
説明する。図１６は、メッセージ通知サーバ４００Ａの制御部４２０によって実現される
主要な機能を示す機能ブロック図である。
【０１４６】
　図１０に示すように、メッセージ通知サーバ４００Ａのハードウェア構成は、メッセー
ジ通知サーバ４００のハードウェア構成と同様の構成になっている。
【０１４７】
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　（メッセージ通知サーバ４００ＡがＣＰＵによって実現する機能について）
　メッセージ通知サーバ４００Ａの制御部４２０は、各種プログラムを読み出すことによ
って、図１６に示すように、エアコン稼動状況判定部４２１、室内温度特定部４２２、外
気温度特定部４２３、メッセージ通知処理部４２４、及び、天気特定部４２５として機能
する。
【０１４８】
　天気特定部４２５（天気特定手段）は、契約者の住まいに関するデータが管理サーバ３
００から転送されると、必要に応じて、当該契約者が住んでいる地域の天気を気象情報サ
ーバ７００に問い合わせる。
【０１４９】
　以上、メッセージ通知サーバ４００ＡがＣＰＵによって実現する機能について説明した
。
【０１５０】
　（メッセージ通知サーバ４００Ａの動作）
　次に、メッセージ通知サーバ４００Ａの特徴的な動作について、更に図１７を参照しつ
つ説明する。
【０１５１】
　図１７は、メッセージ通知サーバ４００Ａの動作を示すフローチャートである。なお、
メッセージ通知サーバ４００Ａは、契約者の住まいに関するデータ（図１４に例示される
データ）を取得する度に、図１７のフローチャートに従った動作を行うようになっている
。
【０１５２】
　メッセージ通知サーバ４００Ａが管理サーバ３００から図１４のデータ（ユーザＡの住
まいに関するデータ）を取得すると、Ｓ２１及びＳ２２の処理を行う。Ｓ２１及びＳ２２
の処理は、それぞれ、実施形態２で説明したＳ１１及びＳ１２の処理と同じものである。
【０１５３】
　Ｓ２２にてエアコンが稼動中であると判定された場合、天気特定部４２５は、ユーザＡ
者が住んでいる地域の天気を気象情報サーバ７００に問い合わせる。具体的には、図１４
のデータを参照することでユーザＡの契約ＩＤ（“０００１”）を特定し、図１１の（ａ
）のデータを参照することでユーザＡの住所（“千葉県千葉市・・”）を特定する。そし
て、天気特定部４２５は、ユーザＡの住所を気象情報サーバ７００に通知することにより
、ユーザＡが住んでいる地域の気象情報を気象情報サーバ７００から取得する。
【０１５４】
　そして、天気特定部４２５は、気象情報サーバ７００から取得した気象情報に基づいて
、ユーザＡが住んでいる地域の天気が雨であるか否かを判定する（Ｓ２３）。
【０１５５】
　メッセージ通知サーバ４００Ａは、Ｓ２３においてユーザＡが住んでいる地域の天気が
雨であると判定した場合、図１７のフローチャートに従った動作を終了する。一方、メッ
セージ通知サーバ４００Ａは、Ｓ２３においてユーザＡが住んでいる地域の天気が雨でな
いと判定した場合、Ｓ２４以降の処理に進む。
【０１５６】
　Ｓ２４以降のメッセージ通知サーバ４００Ａの動作は、実施形態２で説明したＳ１３以
降のメッセージ通知サーバ４００の動作と全く同じであるので、Ｓ２４以降の処理の説明
は省略する。
【０１５７】
　以上、メッセージ通知サーバ４００Ａの特徴的な動作について説明した。
【０１５８】
　（メッセージ通知サーバ４００Ａの利点）
　以上の説明からわかるように、メッセージ通知サーバ４００Ａは、メッセージ通知サー
バ４００と同様に、空調機器をより有効に活用させるためのメッセージ（即ち、節電アド
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バイスに関する内容のメッセージ）を通知できる。
【０１５９】
　更に、メッセージ通知サーバ４００Ａは、契約者の住んでいる地域が雨である場合には
、その契約者の携帯端末に当該メッセージを送信しないようになっている。これにより、
メッセージ通知サーバ４００Ａは「メッセージに従ってエアコンを止めて窓を開けた結果
、室内に雨が入ることにより室内環境の快適性が損なわれること」を防ぐことができる。
【０１６０】
　（実施形態３の付記事項）
　天気特定部４２５は、契約者が住んでいる地域の天気を気象情報サーバ７００に問い合
わせるようになっていたが、本発明はこのような構成に限定されない。即ち、天気特定部
４２５は、契約者が住んでいる地域の天気と共に、例えば、その地域の湿度、風速、花粉
の飛散量、黄砂の飛散量、及び／又は、ＰＭ２．５の濃度を気象情報サーバ７００に問い
合わせるようになっていてもよい。
【０１６１】
　そして、Ｓ２３において、天気特定部４２５は、以下の条件１～６のうちの任意の１つ
以上の条件が満たすか否かを判定し、メッセージ通知サーバ４００Ａは、当該１つ以上の
条件が満たされていると判定された場合に限り、Ｓ２４以降の処理を行ってもよい。
条件１：天気が雨でない。
条件２：湿度が所定の閾値以下である。
条件３：風速が所定の閾値以下である。
条件４：花粉の飛散量が所定の閾値以下である。
条件５：黄砂の飛散量が所定の閾値以下である。
条件６：ＰＭ２．５の濃度が所定の閾値以下である。
【０１６２】
　＜実施形態４＞
　以下、更に図１８～図２１を参照して、本発明の更に別の一実施形態に係る家電管理シ
ステムについて説明する。なお、説明の便宜上、実施形態１又は２にて説明した部材と同
じ機能を有する部材については、同じ符号を付記し、基本的にその説明を省略する。
【０１６３】
　（家電管理システムの概要）
　本実施形態に係る家電管理システムの概要について図１８を参照しながら説明する。図
１８は、本実施形態に係る家電管理システムのシステム構成図である。
【０１６４】
　本実施形態に係る家電管理システムは、実施形態２に係る家電管理システムと類似して
いるが、契約者が住んでいる地域の湿度が高い場合に当該契約者の携帯端末に節電アドバ
イスに関する内容のメッセージを通知しない点で、実施形態２に係る家電管理システムと
異なっている。
【０１６５】
　図１８に示すように、本実施形態に係る家電管理システム（以下、本実施形態の説明に
おいて、単に「家電管理システム」と呼称する）は、電源タップ５０、エアコン室内機１
００、エアコン室外機１５０、ＨＥＭＳ機器２００Ｂ、管理サーバ３００、メッセージ通
知サーバ４００Ｂ、タブレット端末５００、ルータ６００、湿度測定器８００、及び、リ
モコン１０００を含んでいる。また、図示はしていないが、家電管理システムは、エアコ
ン以外の各種家電機器も含んでいる。
【０１６６】
　湿度測定器８００は、ユーザＡの住まい（屋外）に設置されており、外気の湿度を測定
し、測定結果を示す外気湿度情報をＨＥＭＳ機器２００Ｂに逐次送信する。
【０１６７】
　ＨＥＭＳ機器２００Ｂは、契約者であるユーザＡの住まいに関するデータ（電力の使用
状況に関する情報と、エアコン室内機１００から取得した室温情報及び外気温情報と、湿
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度測定器８００から取得した外気湿度情報を含むデータ）を管理サーバ３００に逐次送信
する。ＨＥＭＳ機器２００Ｂも、ＨＥＭＳ機器２００Ａと同様に、記憶部２１０、制御部
２２０、及び通信部２４０を備え、タッチパネル式表示部２３０を備えていない。
【０１６８】
　メッセージ通知サーバ４００Ｂは、メッセージ通知サーバ４００と同様に、管理サーバ
３００から転送される契約者の住まいに関するデータを参照し、節電アドバイスに関する
内容のメッセージを必要に応じて当該契約者の携帯端末に送信する。なお、メッセージ通
知サーバ４００Ｂは、メッセージ通知サーバ４００と異なり、湿度測定器８００によって
測定された湿度が高い場合には、節電アドバイスに関する内容のメッセージを送信しない
ようになっている。
【０１６９】
　以上、家電管理システムの概要について説明した。
【０１７０】
　（メッセージ通知サーバ４００Ｂの構成）
　次に、メッセージ通知サーバ４００Ｂの構成について図１０及び図１９を参照しながら
説明する。図１９は、メッセージ通知サーバ４００Ｂの制御部４２０によって実現される
主要な機能を示す機能ブロック図である。
【０１７１】
　図１０に示すように、メッセージ通知サーバ４００Ｂのハードウェア構成は、メッセー
ジ通知サーバ４００のハードウェア構成と同様の構成になっている。
【０１７２】
　（メッセージ通知サーバ４００ＢがＣＰＵによって実現する機能について）
　メッセージ通知サーバ４００Ｂの制御部４２０は、各種プログラムを読み出すことによ
って、図１９に示すように、エアコン稼動状況判定部４２１、室内温度特定部４２２、外
気温度特定部４２３、メッセージ通知処理部４２４、及び、外気湿度特定部４２６として
機能する。
【０１７３】
　外気湿度特定部４２６（湿度特定手段）は、契約者の住まいに関するデータが管理サー
バ３００から転送されると、必要に応じて、当該データを参照することにより当該契約者
の住まいで測定された外気湿度を特定する。
【０１７４】
　以上、メッセージ通知サーバ４００ＢがＣＰＵによって実現する機能について説明した
。
【０１７５】
　（メッセージ通知サーバ４００Ｂの動作）
　次に、メッセージ通知サーバ４００Ｂの特徴的な動作について、更に図２０及び図２１
を参照しつつ説明する。
【０１７６】
　図２０は、メッセージ通知サーバ４００Ｂの動作を示すフローチャートである。図２１
は、管理サーバ３００が契約者のＨＥＭＳ機器から取得し、メッセージ通知サーバ４００
Ｂが管理サーバ３００から取得するデータ（前述の「契約者の住まいに関するデータ」）
を模式的に例示した図である。なお、メッセージ通知サーバ４００Ｂは、契約者の住まい
に関するデータ（図２１に例示されるデータ）を取得する度に、図２０のフローチャート
に従った動作を行うようになっている。
【０１７７】
　メッセージ通知サーバ４００Ｂが管理サーバ３００から図２１のデータ（ユーザＡの住
まいに関するデータ）を取得すると、Ｓ３１及びＳ３２の処理を行う。Ｓ３１及びＳ３２
の処理は、それぞれ、実施形態２で説明したＳ１１及びＳ１２の処理と同じものである。
【０１７８】
　Ｓ３２にてエアコンが稼動中であると判定された場合、外気湿度特定部４２６は、図２
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１のデータを参照することにより、ユーザＡの住まいで測定された外気湿度を特定し、特
定した外気湿度が所定の閾値より高いか否かを判定する（Ｓ３３）。
【０１７９】
　メッセージ通知サーバ４００Ｂは、Ｓ３３においてユーザＡの住まいで測定された外気
湿度が所定の閾値より高いと判定した場合、図２０のフローチャートに従った動作を終了
する。一方、メッセージ通知サーバ４００Ｂは、Ｓ３３においてユーザＡの住まいで測定
された外気湿度が所定の閾値以下であると判定した場合、Ｓ３４以降の処理に進む。
【０１８０】
　Ｓ３４以降のメッセージ通知サーバ４００Ｂの動作は、実施形態２で説明したＳ１３以
降のメッセージ通知サーバ４００の動作と全く同じであるので、Ｓ３４以降の処理の説明
は省略する。
【０１８１】
　以上、メッセージ通知サーバ４００Ｂの特徴的な動作について説明した。
【０１８２】
　（メッセージ通知サーバ４００Ｂの利点）
　以上の説明からわかるように、メッセージ通知サーバ４００Ｂは、メッセージ通知サー
バ４００と同様に、空調機器をより有効に活用させるためのメッセージ（節電アドバイス
に関する内容のメッセージ）を通知できる。
【０１８３】
　更に、メッセージ通知サーバ４００Ｂは、契約者の住まいで測定された外気湿度が高い
場合には、その契約者の携帯端末に当該メッセージを送信しないようになっている。これ
により、メッセージ通知サーバ４００Ｂは「メッセージに従ってエアコンを止めて窓を開
けた結果、室内の湿度が上がることにより室内環境の快適性が損なわれること」を防ぐこ
とができる。例えば、メッセージ通知サーバ４００Ｂは「メッセージに従って冷房を止め
て窓を開けた結果、室内の湿度が上がることにより室内が蒸し暑くなること」を防ぐこと
ができる。
【０１８４】
　＜実施形態５＞
　以下、更に図２２～図２６を参照して、本発明の更に別の一実施形態に係る家電管理シ
ステムについて説明する。なお、説明の便宜上、実施形態１又は２にて説明した部材と同
じ機能を有する部材については、同じ符号を付記し、基本的にその説明を省略する。
【０１８５】
　（家電管理システムの概要）
　本実施形態に係る家電管理システム（以下、本実施形態の説明において、単に「家電管
理システム」と呼称する）の概要について図２２を参照しながら説明する。図２２は、家
電管理システムのシステム構成図である。
【０１８６】
　図２２に示すように、家電管理システムは、電源タップ５０、エアコン室内機１００Ａ
、エアコン室外機１５０Ａ、ＨＥＭＳ機器２００Ｃ、家電制御サーバ３００’、メッセー
ジ通知サーバ４００Ｃ、タブレット端末５００Ａ、及び、ルータ６００を含んでいる。ま
た、図示はしていないが、家電管理システムは、エアコン以外の各種家電機器も含んでい
る。
【０１８７】
　タブレット端末５００Ａは、実施形態２で説明したＨＥＭＳアプリとともにリモコンア
プリケーション（エアコン室内機１００Ａを操作する機能を備えたアプリケーション）が
インストールされている携帯端末である。リモコンアプリケーションは、エアコン室内機
１００Ａをオンにする操作を受け付けた場合、エアコンをオンにする操作が行われた旨を
示す信号をメッセージ通知サーバ４００Ｃに送信する。
【０１８８】
　家電制御サーバ３００’は、契約者のエアコンの動作を制御するための信号（エアコン
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制御信号）を送信する機能を備えている。家電制御サーバ３００’は、メッセージ通知サ
ーバ４００Ｃからの指示に基づき、エアコンをオンにするエアコン制御信号を契約者のＨ
ＥＭＳ機器に送信する。
【０１８９】
　メッセージ通知サーバ４００Ｃは、メッセージ通知サーバ４００、４００Ａ、４００Ｂ
と同様に、エアコンの使用に関するメッセージを送信するサーバである。具体的には、メ
ッセージ通知サーバ４００Ｃは、エアコンをオンにする操作が行われた旨を示す信号を取
得すると、必要に応じて、そのエアコンを所有する契約者の携帯端末に向けてエアコンの
使用に関するメッセージを送信するようになっている。
【０１９０】
　ＨＥＭＳ機器２００Ｃは、契約者であるユーザＡの住まいに関するデータ（電力の使用
状況に関する情報と、エアコン室内機１００Ａから取得した室温情報、外気温情報及び動
作モード情報と、を含むデータ）を家電制御サーバ３００’に逐次送信する。ＨＥＭＳ機
器２００Ｃも、ＨＥＭＳ機器２００Ａと同様に、記憶部２１０、制御部２２０、及び通信
部２４０を備え、タッチパネル式表示部２３０を備えていない。
【０１９１】
　また、ＨＥＭＳ機器２００Ｃは、エアコン制御信号をサーバから取得すると、エアコン
制御信号をエアコン室内機１００Ａに転送するようになっている。
【０１９２】
　エアコン室外機１５０Ａは、エアコン室外機１５０と同様の機能を備えている。エアコ
ン室外機１５０Ａは、待機状態にある間も、空調動作中と同様に、外気温情報をエアコン
室内機１００Ａに逐次通知するようになっている。
【０１９３】
　エアコン室内機１００Ａは、エアコン室内機１００と同様の機能を備えている。エアコ
ン室内機１００Ａは、待機状態にある間も、空調動作中と同様に、室温情報と外気温情報
と動作モード情報とをＨＥＭＳ機器２００Ｃに逐次通知するようになっている。なお、エ
アコン室内機１００Ａが待機状態にある間に通知される動作モード情報は、エアコンの直
近の動作モードを示す情報である。
【０１９４】
　また、エアコン室内機１００Ａは、ＨＥＭＳ機器２００Ｃからエアコン制御信号を受信
した場合に、エアコン制御信号の内容に応じた動作を行うようになっている。
【０１９５】
　以上、家電管理システムの概要について説明した。
【０１９６】
　（メッセージ通知サーバ４００Ｃおよびタブレット端末５００Ａの構成）
　次に、メッセージ通知サーバ４００Ｃの構成について図１０及び図２３を参照しながら
説明する。図２３は、メッセージ通知サーバ４００Ｃの制御部４２０によって実現される
主要な機能を示す機能ブロック図である。
【０１９７】
　図１０に示すように、メッセージ通知サーバ４００Ｃおよびタブレット端末５００Ａの
ハードウェア構成は、それぞれ、メッセージ通知サーバ４００およびタブレット端末５０
０Ａのハードウェア構成と同様の構成になっている。
【０１９８】
　（メッセージ通知サーバ４００ＣがＣＰＵによって実現する機能について）
　メッセージ通知サーバ４００Ｃの制御部４２０は、各種プログラムを読み出すことによ
って、図２３に示すように、エアコン稼動状況判定部４２１、室内温度特定部４２２、外
気温度特定部４２３、及び、メッセージ通知処理部４２４’として機能する。
【０１９９】
　メッセージ通知処理部４２４’は、エアコンをオンにする操作がされたことを検出した
時に、必要に応じて、エアコンの使用に関するメッセージを契約者の携帯端末に送信する
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。即ち、メッセージ通知処理部４２４’は、エアコン室内機１００Ａが暖房モード又は冷
房モードで動作していると判定された場合、室内温度と外気温度とを比較し、比較の結果
に応じて、エアコンの使用に関するメッセージをタブレット端末５００Ａに送信する。
【０２００】
　以上、メッセージ通知サーバ４００ＣがＣＰＵによって実現する機能について説明した
。
【０２０１】
　（家電管理システムの動作）
　次に、家電管理システムの特徴的な動作について、更に図２４～図２６を参照しつつ説
明する。
【０２０２】
　図２４は、エアコンの瞬間消費電力、室内温度、及び、外気温度の推移を例示した図で
ある。図２５は、メッセージ通知サーバ４００Ｃの動作を示すフローチャートである。図
２６は、タブレット端末５００Ａに表示されるリモコンアプリケーションのＵＩ画面を例
示した図である。なお、メッセージ通知サーバ４００Ｃは、エアコンをオンにする操作が
されたことを検出する度に（例えば、図２４の時刻ｔonにおいて）、図２５のフローチャ
ートに従った動作を行うようになっている。
【０２０３】
　メッセージ通知サーバ４００Ｃは、エアコンをオンにする操作が行われた旨を示す信号
を取得すると、Ｓ４１において、契約者の住まいに関するデータを家電制御サーバ３００
’から取得する。エアコン稼働状況判定部４２１は、当該データを参照することで、エア
コンの直近の動作モードがどのモードであったかを判定する。
【０２０４】
　メッセージ通知サーバ４００Ｃは、Ｓ４１において直近の動作モードは冷房モードであ
ると判定した場合にはＳ４２に進み、Ｓ４１において直近の動作モードは暖房モードであ
ると判定した場合にはＳ４３に進み、Ｓ４１において直近の動作モードはその他のモード
であると判定した場合には後述のＳ４６の処理を行う。
【０２０５】
　Ｓ４２又はＳ４３において、室内温度特定部４２２は、Ｓ４１で取得したデータを参照
することで室内温度を特定し、外気温度特定部４２３は、Ｓ４１で取得したデータを参照
することで室内温度を特定する。
【０２０６】
　メッセージ通知処理部４２４’は、Ｓ４２又はＳ４３において、室内温度特定部４２２
により特定された室内温度と外気温度特定部４２３により特定された外気温度とを比較し
、室内温度が外気温度以下であると判定した場合には、後述のＳ４６の処理を行う。
【０２０７】
　一方、メッセージ通知処理部４２４’は、室内温度が外気温度よりも高いと判定した場
合には、エアコンを本当にオンにしてもよいかをユーザに確認させるためのメッセージ（
確認メッセージ）を、リモコンアプリケーションが動作している契約者の携帯端末（例え
ば、ユーザＡのタブレット端末５００Ａ）に通知する（Ｓ４４）。
【０２０８】
　リモコンアプリケーションは、通知された確認メッセージをリモコンアプリケーション
の画面上に表示する。具体的には、リモコンアプリケーションは、図２６に示すような確
認画面を表示する。リモコンアプリケーションは、確認画面内のＯＮボタンが押されると
、ＯＮボタンが押された旨を示す信号をメッセージ通知サーバ４００Ｃに送信する。リモ
コンアプリケーションは、確認画面内のＯＦＦボタンが押されると、エアコンがオンにさ
れなかった旨を示すメッセージを表示する。
【０２０９】
　メッセージ通知処理部４２４’は、Ｓ４５にて、ＯＮボタンが押された旨を示す信号を
待ち受ける。なお、メッセージ通知処理部４２４’は、図２５に示されているようにＯＮ
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ボタンが押された旨を示す信号を携帯端末から取得するまで待ち受けてもよいが、Ｓ４４
の処理を行ってから一定期間が経過した後に信号を待ち受けるのを止めてもよい。即ち、
メッセージ通知サーバ４００Ｃは、Ｓ４４の処理を行ってから一定期間が経過するまでに
ＯＮボタンが押された旨を示す信号を取得しない場合、図２５のフローチャートに従った
動作を終了してもよい。
【０２１０】
　メッセージ通知処理部４２４’が、Ｓ４５にて、ＯＮボタンが押された旨を示す信号を
携帯端末から取得すると、メッセージ通知サーバ４００Ｃは、Ｓ４６に進む。
【０２１１】
　Ｓ４６において、メッセージ通知処理部４２４’は、家電制御サーバ３００’に対し、
エアコンをオンにするエアコン制御信号を契約者のＨＥＭＳ機器に送信するように指示す
る。
【０２１２】
　以上で、メッセージ通知サーバ４００Ｃによる図２５のフローチャートに従った動作は
終了する。
【０２１３】
　Ｓ４６の後、メッセージ通知サーバ４００Ｃから指示を受けた家電制御サーバ３００’
は、指示に基づいて、エアコン制御信号を契約者のＨＥＭＳ機器に送信する。エアコン制
御信号を受信したＨＥＭＳ機器は、当該エアコン制御信号をエアコン室内機に転送する。
エアコン（エアコン室内機およびエアコン室外機）は、エアコン制御信号に従って直近の
動作モードでの空調動作を開始する。
【０２１４】
　以上、家電管理システムの特徴的な動作について説明した。
【０２１５】
　＜実施形態６＞
　以下、更に図２７～図２９を参照して、本発明の更に別の一実施形態に係る自動車につ
いて説明する。図２７は、本実施形態に係る自動車（以下、本実施形態の説明において、
単に「自動車」と呼称する）の外観図である。図２８は、自動車の構成の一部を示した図
である。図２９は、自動車の車載機器のＣＰＵによって実現される主要な機能を示す機能
ブロック図である。
【０２１６】
　自動車は、図２７に示すような外観の自動車９００である。
【０２１７】
　また、図２８に示すように、自動車９００には車載機器（例えば、カーナビゲーション
機器）が搭載されており、車載機器は、タッチパネル式表示部９１０、制御部９２０、Ｇ
ＰＳ部９３０、及び、通信部９４０を備えている。更に、図２８に示すように、自動車は
、エアコン部９５０、車内温度計９６０、及び、車外温度計９７０を備えている。
【０２１８】
　タッチパネル式表示部９１０は、操作デバイスとしても機能する表示デバイスである。
【０２１９】
　制御部９２０は、車載機器およびエアコンを制御するＣＰＵである。
【０２２０】
　ＧＰＳ部９３０は、人工衛星から受信したＧＰＳ信号に基づいて、自動車９００の現在
位置を特定する。
【０２２１】
　通信部９４０は、キャリアの無線基地局との間で３Ｇ通信を行うための通信モジュール
である。通信部９４０は、３．５Ｇ通信（ＨＳＰＡ＋等）、３．９Ｇ通信（ＷｉＭＡＸや
ＬＴＥ等）、又は、４Ｇ通信（ＷｉＭＡＸ２やＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ等）を行うため
の通信モジュールであってもよい。
【０２２２】
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　エアコン部９５０は、暖房および冷房として機能するエアコンである。
【０２２３】
　車内温度計９６０は、自動車９００の車内（自動車の室内）の温度を測定する。
【０２２４】
　車外温度計９７０は、自動車９００の車外の温度を測定する。
【０２２５】
　（制御部９２０によって実現する機能について）
　制御部９２０は、図２９に示すように、エアコン稼動状況判定部９２１、室内温度特定
部９２２、外気温度特定部９２３、アドバイス表示処理部９２４、及び、気象情報取得処
理部９２７として機能する。
【０２２６】
　エアコン稼動状況判定部９２１は、エアコン部９５０が稼動中であるかどうかを判定す
る。
【０２２７】
　室内温度特定部９２２は、車内温度計９６０の測定値を参照することで、車内の温度を
特定する。
【０２２８】
　外気温度特定部９２３は、車外温度計９７０の測定値を参照することで、車外の温度を
特定する。
【０２２９】
　アドバイス表示処理部９２４は、エアコン部９５０が暖房モード又は冷房モードで動作
していると判定された場合、車内の温度と車外の温度とを比較し、比較の結果に応じて、
エアコンの使用に関するアドバイスをタッチパネル式表示部９１０に表示する。
【０２３０】
　気象情報取得処理部９２７は、ＧＰＳ部９３０が特定した現在位置を示す情報を気象情
報サーバに送信することにより、当該現在位置が属する地域の気象情報（天気、温度、湿
度、風速、花粉の飛散量、黄砂の飛散量、ＰＭ２．５の濃度等の情報）を気象情報サーバ
から取得する。
【０２３１】
　（エアコン稼動中における自動車９００の制御部９２０の動作）
　制御部９２０は、エアコンが稼動している間、以下の特有な動作を定期的に行う。
【０２３２】
　即ち、気象情報取得処理部９２７は、自動車９００の現在位置が属する地域の気象情報
を気象情報サーバから取得し、取得した気象情報に基づいて、実施形態３で説明した条件
１～６のうちの任意の１つ以上の条件が満たすか否かを判定する。
【０２３３】
　そして、制御部９２０は、当該１つ以上条件が満たされていると判定された場合に限り
、以下の処理を行う。
【０２３４】
　即ち、室内温度特定部９２２が車内の温度を特定し、外気温度特定部９２３が、車外の
温度を特定する。そして、アドバイス表示処理部９２４が、当該車外の温度が一定温度（
例えば、２５℃）以上である場合には図１７のＳ２５の判定処理を行い、当該車外の温度
が一定温度（例えば、１５℃）以下である場合には図１７のＳ２７の判定処理を行う。
【０２３５】
　更に、アドバイス表示処理部９２４は、図１７のＳ２５の判定処理によって車内の温度
が車外の温度よりも高いと判定された場合、図８に例示される節電アドバイスをタッチパ
ネル式表示部９１０に表示する。同様に、アドバイス表示処理部９２４は、図１７のＳ２
７の判定処理によって車内の温度が車外の温度よりも低いと判定された場合にも、同様の
節電アドバイスをタッチパネル式表示部９１０に表示する。
【０２３６】
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　（自動車９００の利点）
　以上のように、自動車９００は、エアコン部９５０と、タッチパネル式表示部９１０と
、を備えている。
【０２３７】
　また、自動車９００は、エアコン部９５０により空調可能な車内（自動車９００の室内
）の温度を特定する室内温度特定部９２２と、自動車９００の車外の温度（即ち、エアコ
ン部９５０が位置している地域の外気温度）を特定する外気温度特定部９２３と、アドバ
イス表示処理部９２４と、を備えている。
【０２３８】
　アドバイス表示処理部９２４は、図８に例示される、エアコン部９５０の使用に関する
アドバイスに関するメッセージ（車内の温度と車外の温度との比較の結果に応じたメッセ
ージ）をタッチパネル式表示部９１０に出力することにより、当該メッセージを運転者に
通知する。
【０２３９】
　従って、自動車９００は、ＨＥＭＳ機器２００と同様に、室内環境を快適にするための
メッセージとして、空調機器をより有効に活用させるためのメッセージ（節電アドバイス
に関する内容のメッセージ）を通知できる、と言える。
【０２４０】
　（実施形態６の付記事項１）
　制御部９２０は、気象情報取得処理部９２７として機能しなくてもよい。この場合、自
動車９００は、「エアコンが稼動中であり、車外温度が一定温度以上であり、且つ、車内
温度が車外温度よりも高い」場合、及び、「エアコンが稼動中であって、車外温度が一定
温度以下であり、車内温度が車外温度よりも低い場合」には、必ず、節電アドバイスを表
示することになる。
【０２４１】
　（その他の付記事項１）
　実施形態２～６の外気温度特定部は、実施形態１～６で説明した外気温度特定部に限定
されない。例えば、外気温度特定部は、エアコンが設置されている地域の外気温度を気象
情報サーバに問い合わせることにより、外気温度を特定してもよい。
【０２４２】
　（その他の付記事項２）
　実施形態１に係るＨＥＭＳ機器２００が節電アドバイスを表示するのは、その利用者の
エアコンが稼動中である場合に限られていた。しかしながら、本発明は、そのような構成
に限定されない。
【０２４３】
　即ち、実施形態１に係るＨＥＭＳ機器２００は、エアコンが稼動中であるか否かに関わ
らず、必要に応じて、図３０の（ａ）に例示されるような節電アドバイスを表示してもよ
い。そして、そのようなＨＥＭＳ機器２００を実現するために、ＨＥＭＳ機器２００は、
以下のように構成されていてもよい。
【０２４４】
　例えば、ＨＥＭＳ機器２００は室内の温度を測定する室内温度測定部を備え、室内温度
特定部２２２は、当該室内温度測定部の測定値を参照することにより、室内温度を特定し
てもよい。また、外気温度特定部２２３は、エアコンが設置されている地域の外気温度を
気象情報サーバに問い合わせることにより、外気温度を特定してもよい。更に、ＨＥＭＳ
機器２００は、エアコン稼動状況判定部２２１を備えていなくてもよい。
【０２４５】
　また、ＨＥＭＳ機器２００は、定期的に以下の動作を行うようになっていてもよい。
【０２４６】
　即ち、室内温度特定部２２２は室内の温度を特定し、外気温度特定部２２３は外気温度
を特定し、アドバイス表示処理部２２４は、外気温度が一定温度（例えば、２５℃）以上
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である場合には図６のＳ４の判定処理を行い、外気温度が一定温度（例えば、１５℃）以
下である場合には図６のＳ６の判定処理を行ってもよい。
【０２４７】
　そして、アドバイス表示処理部２２４は、図６のＳ４の判定処理によって室内の温度が
外気温度よりも高いと判定された場合に図３０の（ａ）に例示される節電アドバイスをタ
ッチパネル式表示部２３０に表示してもよい。同様に、アドバイス表示処理部２２４は、
図６のＳ６の判定処理によって室内の温度が外気温度よりも低いと判定された場合、暖房
の使用に関する同様の節電アドバイスをタッチパネル式表示部２３０に表示してもよい。
【０２４８】
　（その他の付記事項３）
　実施形態１に係るＨＥＭＳ機器２００は、エアコンが設置されている室内の温度が外気
温度を下回っており、且つ、外気温度が一定温度（例えば、３０℃）以上である間、以下
の処理を行ってもよい。
【０２４９】
　即ち、ＨＥＭＳ機器２００は、室内温度と外気の温度との温度差を逐次計算し、温度差
が所定の閾値を下回ったことを検出した時に、図３０の（ｂ）に例示されるエアコン使用
を促すアドバイスを表示してもよい。
【０２５０】
　実施形態６に係る自動車９００についても同様である。
【０２５１】
　（その他の付記事項４）
　実施形態１に係るＨＥＭＳ機器２００は、エアコンが冷房モードで動作している間、又
は、外気温度が一定温度（例えば、２５℃）を上回っている間、以下の処理を行ってもよ
い。
【０２５２】
　即ち、ＨＥＭＳ機器２００は、室内の温度が外気温度よりも高く、且つ、設定温度が外
気温度以上であると判定した場合には節電アドバイスを表示し、室内の温度が外気温度よ
りも高く、且つ、設定温度が外気温度よりも低いと判定した場合には図３０の（ｃ）に例
示されるような操作画面を表示してもよい。
【０２５３】
　同様に、ＨＥＭＳ機器２００は、エアコンが暖房モードで動作している間、又は、外気
温度が一定温度（例えば、１５℃）を下回っている間、以下の処理を行ってもよい。
【０２５４】
　即ち、ＨＥＭＳ機器２００は、室内の温度が外気温度よりも低く、且つ、設定温度が外
気温度以下であると判定した場合には節電アドバイスを表示し、室内の温度が外気温度よ
りも低く、且つ、設定温度が外気温度よりも高いと判定した場合には、図３０の（ｃ）に
例示されるような操作画面と同様の操作画面を表示してもよい。
【０２５５】
　（その他の付記事項５）
　実施形態１～５では、空調機器の例としてエアコンを挙げたが、空調機器はエアコンに
限定されない。例えば、空調機器は、暖房機能のみを備えた機器（例えば、図３１の（ａ
）にハードウェアブロック図が示されているようなヒーター１１００）であってもよい。
【０２５６】
　ヒーター１１００（暖房機器）は、図３１の（ａ）に示すように、以下の操作部１１１
０、制御部１１２０、記憶部１１３０、表示部１１４０、熱風送出部１１５０、温度計１
１６０、及び、通信部１１７０を備えていてもよい。
操作部１１１０：ヒーター１１００を操作するための操作パネルである。
制御部１１２０：ヒーター１１００を制御するＣＰＵである。
記憶部１１３０：表示部１１４０に表示される各種メッセージ、及び、ヒーター１１００
の設定情報（ヒーター１１００の設置地域を示す情報等）が記録されている記録媒体であ
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る。
表示部１１４０：各種メッセージが表示されるディスプレイである。
熱風送出部１１５０：熱風を送出する。
温度計１１６０：ヒーター１１００が設置されている室内の温度を測定する。
通信部１１７０：気象情報サーバとの通信のために使用される通信インタフェースである
。
【０２５７】
　また、制御部１１２０は、以下の室内温度特定部、外気温度特定部、及び、アドバイス
表示処理部として機能するようになっていてもよい。
室内温度特定部：温度計１１６０の測定値を参照することにより室内の温度を特定する。
外気温度特定部：ヒーター１１００の設置地域を示す情報を気象情報サーバに送信するこ
とにより、当該設置地域の外気温度を示す情報を気象情報サーバから取得する。
アドバイス表示処理部：室内の温度と外気温度とを比較し、室内の温度が外気温度よりも
低い場合には、節電アドバイス（ヒーター１１００の電源をオフにして窓を開けるように
促す内容のメッセージ）を表示部１１４０に表示する。
【０２５８】
　（その他の付記事項６）
　実施形態１～５の空調機器は、エアコン、及び、暖房機能のみを備えた機器に限定され
ない。例えば、空調機器は、冷房機器（例えば、図３１の（ｂ）にハードウェアブロック
図が示されているような冷風機１２００）であってもよい。
【０２５９】
　冷風機１２００（冷房機器）は、図３１の（ｂ）に示すように、以下の操作部１２１０
、制御部１２２０、記憶部１２３０、表示部１２４０、冷風送出部１２５０、温度計１２
６０、及び、通信部１２７０を備えていてもよい。
操作部１２１０：冷風機１２００を操作するための操作パネルである。
制御部１２２０：冷風機１２００を制御するＣＰＵである。
記憶部１２３０：表示部１２４０に表示される各種メッセージ、及び、冷風機１２００の
設定情報（冷風機１２００の設置地域を示す情報等）が記録されている記録媒体である。
表示部１２４０：各種メッセージが表示されるディスプレイである。
冷風送出部１２５０：冷風を送出する。
温度計１２６０：冷風機１２００が設置されている室内の温度を測定する。
通信部１２７０：気象情報サーバとの通信のために使用される通信インタフェースである
。
【０２６０】
　また、制御部１２２０は、以下の室内温度特定部、外気温度特定部、及び、アドバイス
表示処理部として機能するようになっていてもよい。
室内温度特定部：温度計１２６０の測定値を参照することにより室内の温度を特定する。
外気温度特定部：冷風機１２００の設置地域を示す情報を気象情報サーバに送信すること
により、当該設置地域の外気温度を示す情報を気象情報サーバから取得する。
アドバイス表示処理部：室内の温度と外気温度とを比較し、室内の温度が外気温度よりも
高い場合には、節電アドバイス（冷風機１２００の電源をオフにして窓を開けるように促
す内容のメッセージ）を表示部１２４０に表示する。
【０２６１】
　（その他の付記事項７）
　ＨＥＭＳ機器２００、自動車９００、タブレット端末５００、タブレット端末５００Ａ
、ヒーター１１００、及び、冷風機１２００の各装置は、節電アドバイスを表示部に表示
することにより、節電アドバイスをユーザに通知するように構成されていた。しかしなが
ら、本発明は、そのような構成に限定されない。即ち、当該各装置は、節電アドバイスに
関する内容の音声をスピーカ（図示せず）から出力してもよい。
【０２６２】
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　（その他の付記事項８）
　実施形態２～５では、複数台のサーバを使用したが、当該複数台のサーバはすべて１つ
の事業者によって提供されてもよいし、当該複数台のサーバのうちの一部のサーバ（例え
ば、管理サーバ３００及びメッセージ通知サーバ４００Ａ）はある事業者によって提供さ
れ、当該複数台のサーバのうちの残りのサーバ（例えば、気象情報サーバ７００）は別の
事業者によって提供されてもよい。
【０２６３】
　また、実施形態２～５で使用するサーバは１台であってもよい。即ち、当該複数台のサ
ーバの各々が備える機能を兼ね備えた１台のサーバを使用してもよい。
【０２６４】
　＜実施形態７＞
　実施形態１～６の各装置の制御ブロック（特に、室内温度特定部、外気温度特定部、ア
ドバイス表示処理部、メッセージ通知処理部、天気特定部、湿度特定部、及び、気象情報
取得処理部）は、集積回路（ＩＣチップ）等に形成された論理回路（ハードウェア）によ
って実現してもよいし、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を用いてソフトウェアによ
って実現してもよい。
【０２６５】
　後者の場合、各装置は、各機能を実現するソフトウェアであるプログラムの命令を実行
するＣＰＵ、上記プログラム及び各種データがコンピュータ（又はＣＰＵ）で読み取り可
能に記録されたＲＯＭ（Read Only Memory）又は記憶装置（これらを「記録媒体」と称す
る）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（Random Access Memory）などを備えている。そ
して、コンピュータ（又はＣＰＵ）が上記プログラムを上記記録媒体から読み取って実行
することにより、本発明の目的が達成される。上記記録媒体としては、「一時的でない有
形の媒体」、例えば、テープ、ディスク、カード、半導体メモリ、プログラマブルな論理
回路などを用いることができる。また、上記プログラムは、該プログラムを伝送可能な任
意の伝送媒体（通信ネットワークや放送波等）を介して上記コンピュータに供給されても
よい。なお、本発明は、上記プログラムが電子的な伝送によって具現化された、搬送波に
埋め込まれたデータ信号の形態でも実現され得る。
【０２６６】
　〔まとめ〕
　本発明の態様１に係るメッセージ通知装置（メッセージ通知サーバ４００、４００Ａ、
４００Ｂ、４００Ｃ）は、空調機器（エアコン）の使用に関するメッセージを通知するメ
ッセージ通知装置において、上記空調機器により空調可能な室内の温度を特定する室内温
度特定手段（室内温度特定部４２２）と、上記空調機器が位置している地域の外気温度を
特定する外気温度特定手段（外気温度特定部４２３）と、上記メッセージとして、上記室
内の温度と上記外気温度との比較の結果に応じたメッセージ（節電アドバイスに関する内
容のメッセージ）を通知するメッセージ通知手段（メッセージ通知処理部４２４）と、を
備えている。
【０２６７】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、空調機器の使用に関するメッセージ
として、上記室内の温度と上記外気温度との比較の結果に応じたメッセージ（従来にはな
い、ユーザに空調機器をより有効に活用させるためのメッセージ）を通知する。
【０２６８】
　従って、上記メッセージ通知装置は、空調機器をより有効に活用させるためのメッセー
ジを通知できる、と言える。
【０２６９】
　本発明の態様２に係るメッセージ通知装置は、上記態様１において、上記空調機器が稼
動中であるか否かを判定する稼動状況判定手段（エアコン稼動状況判定部４２１）を更に
備え、上記メッセージ通知手段が上記メッセージを通知するのは、上記稼動状況判定手段
によって上記空調機器が稼動中であると判定された場合に限られていてもよい。
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【０２７０】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、「ユーザが上記空調機器を使用して
いないにも関わらず、上記空調機器が使用されていることを前提とした内容のメッセージ
を通知してしまうこと」を防ぐことができる、という更なる効果を奏する。
【０２７１】
　本発明の態様３に係るメッセージ通知装置では、上記態様２において、暖房機器として
動作する動作モード（暖房モード）と冷房機器として動作する動作モード（冷房モード）
とを上記空調機器が備えており、上記メッセージ通知装置は、稼動中の上記空調機器に設
定されている現在の動作モードを判定する動作モード判定手段（エアコン稼動状況判定部
４２１）を更に備え、上記メッセージ通知手段は、上記メッセージとして、上記動作モー
ドに応じたメッセージを通知してもよい。
【０２７２】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、空調機器（例えば、エアコン）が暖
房機器として機能している時にも冷房機器として機能している時にも、空調機器をより有
効に活用させるためのメッセージを通知できる、という更なる効果を奏する。
【０２７３】
　本発明の態様４に係るメッセージ通知装置では、上記態様３において、上記メッセージ
通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにして窓を開けるよう
に促す内容のメッセージであり、上記メッセージ通知手段は、当該メッセージを、「上記
空調機器に設定されている動作モードは冷房機器として動作する動作モードである、と判
定された」という条件と「上記室内の温度が上記外気温度よりも高い」という条件とを含
む複数の条件が満たされた場合に通知してもよい。
【０２７４】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、冷房機能と暖房機能とを備えた空調
機器（例えば、エアコン）が冷房機器として機能している場合に、上記空調機器の使用に
関するメッセージとして室内環境を効率的に快適にするためのメッセージを通知できる、
という更なる効果を奏する。
【０２７５】
　本発明の態様５に係るメッセージ通知装置では、上記態様３又は４において、上記メッ
セージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調機器の電源をオフにして窓を開け
るように促す内容のメッセージであり、上記メッセージ通知手段は、当該メッセージを、
「上記空調機器に設定されている動作モードは暖房機器として動作する動作モードである
、と判定された」という条件と「上記室内の温度が上記外気温度よりも低い」という条件
とを含む複数の条件が満たされた場合に通知してもよい。
【０２７６】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、冷房機能と暖房機能とを備えた空調
機器（例えば、エアコン）が暖房機器として機能している場合に、上記空調機器の使用に
関するメッセージとして室内環境を効率的に快適にするためのメッセージを通知できる、
という更なる効果を奏する。
【０２７７】
　本発明の態様６に係るメッセージ通知装置（メッセージ通知サーバ４００Ａ）は、上記
態様４又は５において、上記地域の天気を特定する天気特定手段（天気特定部４２５）を
更に備え、上記メッセージ通知手段が上記メッセージを通知する条件には、「当該地域の
天気が雨でない」という条件が含まれていてもよい。
【０２７８】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、「メッセージに従って空調機器を止
めて窓を開けた結果、室内に雨が入ることにより室内環境の快適性が損なわれること」を
防ぐことができる。
【０２７９】
　本発明の態様７に係るメッセージ通知装置（メッセージ通知サーバ４００Ｂ）は、上記
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態様４から６のいずれかの態様において、上記地域の湿度を特定する湿度特定手段（外気
湿度特定部４２６）を更に備え、上記メッセージ通知手段が上記メッセージを通知する条
件には、「当該地域の湿度が所定の閾値以下である」という条件が含まれていてもよい。
【０２８０】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、「メッセージに従って空調機器を止
めて窓を開けた結果、湿気がたまることで室内環境の快適性が損なわれること」を防ぐこ
とができる。
【０２８１】
　本発明の態様８に係るメッセージ通知装置では、上記態様１又は２において、上記空調
機器は冷房機器であり、上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調
機器の電源をオフにして窓を開けるように促す内容のメッセージであり、上記メッセージ
通知手段は、当該メッセージを、「上記室内の温度が上記外気温度よりも高い」という条
件が満たされた場合に通知してもよい。
【０２８２】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、上記冷房機器の使用に関するメッセ
ージとして室内環境を効率的に（即ち、電力を無駄に消費することなく）快適にするため
のメッセージを通知できる、という更なる効果を奏する。
【０２８３】
　本発明の態様９に係るメッセージ通知装置では、上記態様１又は２において、上記空調
機器は暖房機器であり、上記メッセージ通知手段が通知する上記メッセージは、上記空調
機器の電源をオフにして窓を開けるように促す内容のメッセージであり、上記メッセージ
通知手段は、当該メッセージを、「上記室内の温度が上記外気温度よりも低い」という条
件が満たされた場合に通知してもよい。
【０２８４】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、上記暖房機器の使用に関するメッセ
ージとして室内環境を効率的に快適にするためのメッセージを通知できる、という更なる
効果を奏する。
【０２８５】
　本発明の態様１０に係るメッセージ通知装置では、上記態様１又は２において、暖房機
器として動作する動作モードと冷房機器として動作する動作モードとを上記空調機器が備
えており、上記メッセージ通知手段は、上記外気温度が一定温度（例えば、２５℃）以上
である場合には上記メッセージとして冷房に使用に関するメッセージを通知し、上記外気
温度が一定温度（例えば、１５℃）未満である場合には上記メッセージとして暖房の使用
に関するメッセージを通知してもよい。
【０２８６】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、上記空調機器の動作モードを判定す
る処理を行うことなく、空調機器をより有効に活用させるためのメッセージを通知できる
、という更なる効果を奏する。
【０２８７】
　本発明の態様１１に係るメッセージ通知装置では、上記態様１から態様１０のいずれか
の態様において、上記空調機器のユーザの安否の確認を促す内容のメッセージを、当該ユ
ーザとは異なる者（見守り者）の機器に通知する安否通知手段（メッセージ通知処理部４
２４）と、上記空調機器をオフにする操作がされた場合に当該操作がされたことを検出す
る検出手段（エアコン稼動状況判定部４２１）と、を備え、上記安否通知手段は、上記メ
ッセージ通知手段が上記空調機器の使用に関するメッセージを通知してから一定期間内に
当該操作が検出されない場合に、上記安否の確認を促す内容のメッセージを通知してもよ
い。
【０２８８】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知装置は、「上記空調機器の使用に関するメッ
セージが通知された時期に上記空調機器のユーザに万が一の事態が発生していた場合に、



(33) JP 6169534 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

当該ユーザとは異なる者がその事実に逸早く気づく可能性」を高めることができる、とい
う更なる効果を奏する。
【０２８９】
　本発明の態様１２に係る自動車（自動車９００）は、本発明の態様１に係るメッセージ
通知装置が備える各手段と、上記空調機器（エアコン部９５０）と、上記メッセージが出
力される出力部（タッチパネル式表示部９１０）と、を備えている。
【０２９０】
　上記の構成によれば、上記自動車は、本発明の態様１に係るメッセージ通知装置と同様
の作用効果を奏する。
【０２９１】
　本発明の態様１３に係るメッセージ出力装置（ＨＥＭＳ機器２００）は、空調機器（エ
アコン）の使用に関するメッセージを出力するメッセージ出力装置であって、上記空調機
器により空調可能な室内の室内温度と上記空調機器が位置している地域の外気温度との比
較の結果に応じたメッセージを出力部（タッチパネル式表示部２３０）から出力するメッ
セージ出力処理手段（アドバイス表示処理部２２４）を備えている。
【０２９２】
　上記の構成によれば、上記メッセージ出力装置は、本発明の態様１に係るメッセージ通
知装置と同様の作用効果を奏する。
【０２９３】
　本発明の態様１４に係る携帯機器（タブレット端末５００Ａ）は、リモコンアプリケー
ションがインストールされている携帯機器であって、上記出力部としての表示部（タッチ
パネル式表示部５３０）と、上記リモコンアプリケーションの画面を上記表示部に表示す
る表示処理手段（制御部５２０）と、本発明の態様１３に係るメッセージ出力装置が備え
ているメッセージ出力処理手段（制御部５２０）と、を備え、上記メッセージ出力処理手
段は、上記メッセージを上記画面内に表示する。
【０２９４】
　上記の構成によれば、上記携帯機器は、本発明の態様１３に係るメッセージ出力装置と
同様の作用効果を奏する。
【０２９５】
　本発明の態様１５に係る空調機器（ヒーター１１００、冷風機１２００）は、本発明の
態様１３に係るメッセージ出力装置が備えているメッセージ出力処理手段（アドバイス表
示処理部）を備え、自機の使用に関するメッセージを上記メッセージ出力処理手段が出力
するようになっている。
【０２９６】
　上記の構成によれば、上記空調機器は、本発明の態様１３に係るメッセージ出力装置と
同様の作用効果を奏する。
【０２９７】
　本発明の態様１６に係るメッセージ出力システムは、空調機器の使用に関するメッセー
ジを出力するメッセージ出力装置（タブレット端末５００）と、上記メッセージを上記メ
ッセージ出力装置に通知するメッセージ通知装置（メッセージ通知サーバ４００）と、上
記空調機器（エアコン室内機１００、エアコン室外機１５０）を含むメッセージ出力シス
テムであって、上記メッセージ通知装置は、上記空調機器により空調可能な室内の温度を
特定する室内温度特定手段（室内温度特定部４２２）と、上記空調機器が位置している地
域の外気温度を特定する外気温度特定手段（外気温度特定部４２３）と、上記メッセージ
として、上記室内の温度と上記外気温度との比較の結果に応じたメッセージを上記メッセ
ージ出力装置に通知するメッセージ通知手段（メッセージ通知処理部４２４）と、を備え
、上記メッセージ出力装置は、上記メッセージを出力部（タッチパネル式表示部５３０）
から出力するメッセージ出力処理手段（制御部５２０）を備えている。
【０２９８】
　上記の構成によれば、上記メッセージ出力システムは、本発明の態様１３に係るメッセ
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ージ出力装置と同様の作用効果を奏する。
【０２９９】
　本発明の態様１７に係るメッセージ通知方法は、空調機器の使用に関するメッセージを
通知するメッセージ通知装置のメッセージ通知方法において、上記空調機器により空調可
能な室内の温度を特定する室内温度特定ステップと、上記空調機器が位置している地域の
外気温度を特定する外気温度特定ステップと、上記メッセージとして、上記室内の温度と
上記外気温度との比較の結果に応じたメッセージを通知するメッセージ通知ステップと、
を含んでいる。
【０３００】
　上記の構成によれば、上記メッセージ通知方法は、本発明の態様１に係るメッセージ通
知装置と同様の作用効果を奏する。
【０３０１】
　本発明の態様１８に係るメッセージ出力方法は、空調機器の使用に関するメッセージを
出力するメッセージ出力装置のメッセージ出力方法であって、上記空調機器により空調可
能な室内の室内温度と上記空調機器が位置している地域の外気温度との比較の結果に応じ
たメッセージを出力部から出力するメッセージ出力処理ステップを含んでいる。
【０３０２】
　上記の構成によれば、上記メッセージ出力方法は、本発明の態様１３に係るメッセージ
出力装置と同様の作用効果を奏する。
【０３０３】
　本発明の態様１から１１に係るメッセージ通知装置は、コンピュータによって実現して
もよく、この場合には、コンピュータを上記メッセージ通知装置が備える各手段として動
作させることにより上記各手段をコンピュータにて実現させるプログラム、およびそれを
記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範疇に入る。
【０３０４】
　また、本発明の態様１３に係るメッセージ出力装置は、コンピュータによって実現して
もよく、この場合には、コンピュータを上記メッセージ出力装置が備えるメッセージ出力
処理手段として動作させることにより当該メッセージ出力処理手段をコンピュータにて実
現させるプログラム、およびそれを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本
発明の範疇に入る。
【０３０５】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。さらに、各実施形態にそれ
ぞれ開示された技術的手段を組み合わせることにより、新しい技術的特徴を形成すること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【０３０６】
　本発明は、例えば、ＨＥＭＳ機器を利用したサービスに好適に利用できる。
【符号の説明】
【０３０７】
　１００　　　　　　　　エアコン室内機（空調機器）
　２００　　　　　　　　ＨＥＭＳ機器（メッセージ出力装置）
　２２０　　　　　　　　　制御部
　２２１　　　　　　　　　　エアコン稼動状況判定部
　２２２　　　　　　　　　　室内温度特定部
　２２３　　　　　　　　　　外気温度特定部
　２２４　　　　　　　　　　アドバイス表示処理部（メッセージ出力処理手段）
　４００　　　　　　　　メッセージ通知サーバ（メッセージ通知装置）
　４２０　　　　　　　　　制御部
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　４２１　　　　　　　　　　エアコン稼動状況判定部（稼動状況判定手段、動作モード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判定手段）
　４２２　　　　　　　　　　室内温度特定部（室内温度特定手段）
　４２３　　　　　　　　　　外気温度特定部（外気温度特定手段）
　４２４　　　　　　　　　　メッセージ通知処理部（メッセージ通知手段）
　４２５　　　　　　　　　　天気特定部（天気特定部）
　４２６　　　　　　　　　　外気湿度特定部（湿度特定手段）
　５００、５００Ａ　　　タブレット端末（メッセージ出力装置）
　５２０　　　　　　　　　制御部（メッセージ出力処理手段）
　５３０　　　　　　　　　タッチパネル式表示部（出力部、表示部）
　１１００　　　　　　　ヒーター（空調機器）
　１２００　　　　　　　冷風機（空調機器）

【図１】 【図２】
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